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は じ め に 
 

――閉じこもり、そして外へ―― 
 

東南アジアを専門とする著名な政治学者ベネディクト・アンダーソンに、『ヤシガラ椀の外へ』（加藤

剛訳、NTT 出版、2009 年）という、学生のみなさんにぜひお勧めしたい、とても魅力的な著作があり

ます。この題名は、東南アジアのいくつかの国のことわざ、「ヤシガラ椀の中のカエル」にもとづくもの

だそうです。ヤシガラを半分に割って作ったお椀を伏せた中に閉じ込められてしまったカエルは、前後

左右に動くことはできますが、どうしても外に出ることができません。そのまま、カエルはお椀の中だ

けが世界なのだと思いこんでしまいます。このことわざは、「井の中の蛙、大海を知らず」や「管中窺天」

に近い意味なのでしょう。 

アンダーソンは、この本を通して、個人的な体験を回想しながら、学問の世界での「ヤシガラ椀」か

ら、閉じ込められたカエルが外に出るためのやり方を巧みに語っています。その過程で、著者自身の育

った文化的背景であるヨーロッパの独自性として、第一に「ギリシャ＝ローマ古典の意識的な継承」が

もたらす「 違 い
ディファレンス

」と「異質性
ストレンジネス

」の刺激、第二に「比較的小さなサイズと明確な地理的・概念的境界

の欠如、そして地理的に隣接した中小政体間の軍事的・経済的・文化的な競合、競争」を指摘し、ナシ

ョナリズムとグローバル化はどういうことなのか、今からどうすればよいのかを提示します。ここで、

アンダーソンが、古典にもとづいて現代を考えていること、研究のフィールドであるアジアからヨーロ

ッパの特質を照射できていることに、わたくしは感嘆します。ことばを換えれば、「外」にあたるアジア

を知っているからこそ「中」のヨーロッパが把握でき、ヨーロッパが何かを説明できるからこそアジア

の特徴をまとめることができたのでしょう。狭い専門を超えた世界を、自由に動き回れることは、ほん

とうにうらやましいものです。どうすればよいのでしょうか。みなさんの場合に置き換えて言えば、京

都で大学教育を受けるという条件に恵まれているわけですから、日本に関する知識と関心をもってくだ

さい。それはみなさんがものを考えるための参照点として、将来的に必ず強みになります。日本のこと

は既に充分知っているように思いこみがちですが、直接見た時代、話を直接聞いた時代、伝聞しただけ

の時代、それぞれに情報の濃さの違いがあり、知らないことはたくさんあります。また、面倒がらず真

剣に外国語を学び、他者の歴史・文化・社会からの訴えかけに耳を傾けられるようになってください。

それは、ヤシガラ椀の外へ出て、ひとりで歩き出すために必要な苦労なのです。 

このように書いてくると、ヤシガラ椀に閉じこもるのはじつに愚かだ、断じてタコツボ化すべきでは

ない、と訴えたいように見えるかも知れません。しかし、考えてみてください。 初からヤシガラ椀や

タコツボ化を上手に避ける賢明さがあったとして、いったいなにができるようになるのでしょう。むし

ろ、いちどは専門分野のヤシガラ椀の中へとじっくり閉じこめられること、底までしっかり到達してみ

ることも必要なのです。掘りぬいて、そこで後を振り返ることによってこそ、はじめて「外」の意味を

発見できるはずですから。 
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大学院文学研究科は、ドイツのハイデルベルク大学とのあいだで、修士課程国際共同学位

Transcultural Studies(文化越境)専攻の新設に向けた協議を続けています。順調にすすめば 2018 年 4

月には京都大学側の第１期生を迎え、入学者は京都でまず半年、ハイデルベルクで 1 年を学び、 後の

半年は再び京都に戻って英語による修士論文を完成させ、学位を得ることになります。ハイデルベルク

はドイツ・フランス国境から近い都市で、ヨーロッパの多様性を知るのに適したベースキャンプです。

アジアとヨーロッパにまたがる視点を獲得することをめざす新専攻の取り組みは、おそらく文学部・文

学研究科の全体にも徐々に波及効果があるはずです。多くの学生のみなさんが、日本の京都を起点とし

て、自らの興味にそいながら、より広い視野と知識を文学部で獲得してくださることを期待しています。 

 
2016 年 10 月 

  
 

文 学 部 長   平 田 昌 司 
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系および専修への分属について 
 
 
文学部の学生諸君は，それぞれが関心をもつ学問分野をより専門的に学習・研究していくために，2

回生進級時に「系」に，3 回生進級時に「専修」に分属することになります。 
｢専修」は，従来の「専攻」に相当し，各分野の学習・研究の基本単位を示しています。ちなみに，「専

修」を運営する教員および学生の総体には「研究室」という名称が当てられています。たとえば，「哲学

専修」に分属した学生は「哲学研究室」の教員の指導のもと「哲学研究室」の一員として「哲学専修」

に定められる履修を行う，ということになります。 
現在 32 ある，これら専修を 6 つに大別して，より広い視野での学問的方向を示しているのが｢系｣です。 
系および専修への分属は，いずれも秋(1・2 回生(1 次)：10 月 3 日～5 日，2 回生 (2 次)：10 月 19～
20 日)に志望の届をしてもらい，11 月に決定，4 月進級時に分属します。志望届提出前の 9 月 26 日には

1 回生向け研究室・系分属ガイダンス，9 月 27 日～9 月 30 日には各専修ごとに日時を定めて専修分属

ガイダンスを行います。1 回生も 2 回生もそれぞれの志望に応じて参加し，教員との面談を通じて系お

よび専修の選択にあたっての疑問を解消するように努めてください。なお，系の分属志望届には希望専

修を参考として記入する欄がありますが，記入は任意で，空白でもかまいません。(但し，「基礎現代文

化学系」を志望する学生は，必ず志望する専修を記入してください。)  
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哲学基礎文化学系 

 

哲学基礎文化学は人文学研究の基礎的領域を包括する。文化の領域について，文学研究や歴史研究とくらべると， 

もっとも根本的な原理を追求するという特質をもっている。たとえば歴史を記述する学問では，｢実証的な真理」は自明

の前提とされるだろうが，哲学基礎文化学系の学問では「実証とは何か」という問いが掲げられる。学問･文化という人

間の営みを，人間のすべての営みと関連づけて考察することが，哲学基礎文化学系の学問の課題である。思想文化は断片

的なものではなく，人間の生の全体に関わり，生きた統一体としてまとまりのある知の体系をなしている。その全体を真

善美聖という観点から探求するのが哲学基礎文化学系の学問であるということもできよう。 

哲学基礎文化学系には哲学，西洋哲学史，日本哲学史，倫理学，宗教学，キリスト教学，美学美術史学の各専修 

が含まれる。真なるものを真の観点から探求するのが哲学である。真理とは何かという研究領域は，従来「認識論」 と

呼ばれてきたが，現代では，論理学，科学哲学が重視されている。それに対して善なるものの探求に携わるのが倫理学で

ある。生命倫理，環境倫理など具体的な問題と「善とは何か」という原理的な問いとの接点を保ちながら，倫理学の営み

がなりたっている。美学は美なるものを探求する。「美」には「真」という意味が含まれるのか，どうか。ポップアート

以降の現代美術はいかなる意味において「芸術」なのか。異なる文化の間で芸術はどのような社会的機能を発揮している

か。美学･美術史学の領域では〈美学･芸術学〉，〈美術史学〉，〈比較芸術史学〉という三分野の有機的な連携で，研究活動

が展開されている。聖なるものの探求に携わるのが宗教学，キリスト教学である。人間の生にとって宗教がどのような意

味をもつのかを主に哲学的見地から考察するのが，宗教学であり，特定の教義や信仰をはなれて，純粋に学問的な見地か

ら批判的共感をもってキリスト教思想を研究するのが，キリスト教学である。 

他方，思想や美の理論的体系的な研究は思想史，美術史等の歴史的研究を不可欠の前提としている。西洋古代，中世，

近世哲学史を含む西洋哲学史と日本哲学史の研究は体系的な思想史の確立に不可欠である。思想の真の創造は思想史への

深い畏敬と洞察を前提とするものであり，同様に美や芸術の体系的な理論構築も美術史，比較芸術史の研究なくしては不

可能である。人間存在が根源的に有している歴史性ヘの深い洞察なくして思想文化の創造はあり得ない。理論研究と歴史

研究からなる哲学基礎文化学系は，現代が内包する諸問題と も根源的かつ綜合的な観点から対決する学問分野といえよ

う。 

哲学基礎文化学系は旧「哲学科」を母胎とするが，小講座制の枠を取り払い，学際的な教育体制を確立しようとするも

のである。哲学基礎文化学系への分属を希望する者は，系を構成する全専修への広い関心が期待される。個々の専修への

分属は，哲学基礎文化学全体への少なくとも概観的な理解を得た後になされることが望ましい。 

哲学基礎文化学系に進もうとする学生諸君に期待されることは，まず第一に，しっかりした語学力である。どの専修で

も外国語の文献を正確･綿密に読みこなす力が必要になる。外国語を学ぶことは楽しいという気持ちを 初に知ってほし

い。 

第二に期待されることは，資料を扱う際の厳密さである。他人の業績を利用する際には必ず出典を明記する等の，誠実

でフェアな態度が，多くの情報がコンピュータから得られる状況になった今日，ますます厳しく要求されている。 

第三に期待されるのは，明確な表現力である。文献や作品の検討を通して自分の魂に刻み込まれたことを再表現すると

きに，おざなりな定型表現，借り物の美辞麗句，こけおどしの難解語を拒否して，自分に誠実な，そして他人に理解され

る表現を追求することが要求される。 
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■  哲 学 専 修   

教 授   出 口 康 夫   数理哲学  (確率･統計･数学の哲学，カント研究，分析アジア哲学) 

〔著書･論文〕  出口 （with G. Priest and J. Garfield)  Ways of Dialetheist  : Contradiction  in Buddhism, in 
The Philosophy East & West, Vol. 58, n. 3, 2008．(共著)『知識と実在』世界思想社，2008．

(共編著)『応用哲学を学ぶ人のために』世界思想社，2011．(共編著)『これが応用哲学だ！』大

隅書店，2012．(共 著)『心 と 社 会を 科 学する』東大出版会，2012．(共編著)『デカルトを

めぐる 論戦』 京大学術出版会，2013．(共 著) Nothingness in Asian Philosophy,  Routledge, 

2014．(共編著) Moon Points Back, Oxford UP，2015． 

哲学専修は，文学部の専修の中でも，研究対象の選択の自由度が も高い場所の一つである。専修の名前が「哲学」だ

けだというのは，国文学や仏文学にまじって「文学」専修があるようなものである。一段と高いはずの分類項目が，より

細かい項目の間に紛れている現象。これを哲学の用語では，カテゴリー･ミステイクとも言う。しかし，これは正当な理

由のあるミステイクなのである。 

本専修は京大文学部創設以来の研究室であり，その後，西洋哲学史の各講座を含め哲学系の研究室が次々と設立された

後でも「哲学･西洋哲学史第一講座 (哲学)」にとどまり続けた。そこには言語圏や時代や分野を限定せず，広く過去の思

想伝統を吸収し，その上で独自の哲学を生み出す「場」を確保しようとする，京大哲学科の意志を感 じ取ることもでき

る。事実，｢純哲｣ と呼ばれた本教室は，西田幾多郎･田邊元両教授を含む歴代教官･教員の下で，「京都学派」の根拠地と

なったのである。  

というわけで，この伝統あるカテゴリー･ミステイクの産物たる本専修では，一生に一度くらいは，物事の根本につい

てじっくり考え抜きたいという学生諸君に大きく門戸を開いている。社会や国家の仕組みについて，科学や 宗教の本質

について，人生いかに生きるべきかについて。思索が，既存の個別学問の枠をはみ出し，その学問の基 礎を問い直す射

程と気概を持つとき，それは何であっても「哲学」と呼ばれ，本専修の守備範囲に入ることになる のである。 

具体的にどのような研究対象が選ばれているかについては，専修のホームページに出ている各種の情報，特に「所属院

生｣や，哲学専修が関わっている雑誌『哲学論叢』と『Prospectus』のページを見て頂きたい。ちなみに近年の『Prospectus』

の特集は，「ポップ･フィロソフィー」，「イースト･ミーツ･ウエスト」などである。 

テキストを正確かつスピーディに読みこなすための語学力，自分で議論を展開するための論理的な力。何を対象に選ぼ

うとも，これらは哲学の研究にとって必須の基礎体力である。したがって，本専修が提供するさまざまな講義･演習は，

この基礎体力をつけるトレーニングの場という意味合いを多分に持っている。また大学院生による読書会などの自主的な

研究会活動が盛んなことも本専修の特徴である。学部生も，これらに積極的に参加し，「哲学力」を身に付ける一助とさ

れることをお勧めする。 

後に本専修の卒業生の進路について。学部卒業生の約三分の一が大学院進学，残りが就職，というのがここしばらく

の状況である。就職先としては，マスコミ･出版関係，国家･地方公務員，教員，司書など，概して文学部の他専修と同様

の傾向を示している。また修士課程修了者の約半数が博士後期課程に進み，残りが就職している。就職先も，マスコミ･

公務員･運送業･製造業と，学部卒業生のそれと比べて広がりに遜色はない。「文系の修士課程修了者は一般就職に不利」

という通念は，もはや完全に過去のものとなったのである。さらに過去 15 年ほどの博士後期課程学修者の就職傾向をな

らして見れば，ほぼ毎年 1 名以上がアカデミック･ポストに就職していることになる。高等教育機関における思想系教員

数の減少という全国的な傾向を考えれば，ここでも本専修修了者の健闘は光っていると言える。 
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■ 西洋哲学史専修 

   (古代)  教 授  中 畑 正 志   プラトン，アリストテレス及び古代後期の哲学 
   (中世)  准教授  周 藤 多 紀   ラテン教父哲学及び 13 世紀のスコラ哲学 

   (古代)  教 授  福 谷   茂   カントを中心とする近世哲学史および形而上学史 

〔著書･論文〕  中畑『魂の変容――心的基礎概念の歴史的構成』岩波書店，2011．「見ていることを感覚する 
――共通の感覚，内的感覚，そして意識」(『哲学』64 号，2013)．『アリストテレス全集 1 カ 

テゴリー論命題論』(訳)(岩波書店 2013)． 

周藤「徳と認識――トマス･アクィナスにおける親和性による認識」(『哲学研究』第 577 号， 

2004)．「中世の言語哲学」(共著)(『西洋哲学史 II』講談社，2011)． 

Boethius on Mind, Grammar and Logic :A Study of Boethius’ Commentaries on Peri 

Hermeneias, Brill, 2012. 

福谷『カント事典』(共編著)  弘文堂，1997．「近世哲学とはなにか」(『近世哲学研究』第 7 号， 

2001)．「田辺元とカント――絶対弁証法から『種の論理』への論理」(『求真』第 18 号，2011)． 

『カント哲学試論』(著書)  知泉書館，2009． 

 (古代)本研究室が求めるのは，「気ままに粘土細工を拵えるより硬質の大理石を刻むように」哲学を学ぼうとする精神

の持ち主である。つまり哲学をその成立の現場にまで遡って本格的に考えようとする志と古代ギリシア語の習得や文献学

的訓練を厭わない忍耐心とを併せ持つ(あるいは持ちたいと思う)諸君の志望を期待する。ハードルは高いかもしれないが，

学生諸氏は研究室で互いに切磋琢磨しながらこれをクリアしてきているので，心配はいらない。具体的な研究領域は初期

ギリシアから後期ローマまで広範多岐にわたり，研究の対象と方法は各人の選択に委ねられるが，プラトンとアリストテ

レスの哲学を学ぶことは，他の分野の研究にとっても重要な要件となるだろう。 

本研究室を中心として「古代哲学会」が組織され，その機関誌『古代哲学研究(メトドス)』はすでに 48 号を数えており，

新の研究に解れる機会を提供している。また学生間の読書会や研究室紀要『ヒュポテシス』の公刊は，学部学生をも含

めた研究の発表と交流の場となっている。 

(中世)本研究室への分属を志望する者の条件は西洋中世哲学への関心と熱意である。西洋中世は時代的にも地理的にも

広範囲にわたり，しかも大きな多様性を持っている(論理学から神秘思想まで)。指導するスタッフの力量に限界（主にラ

テン語で書いたキリスト教思想家）があるとはいえ，何を勉強の中心とするかは各人に任される。ただし，翻訳での理解

には限界があり、まだ翻訳が存在しない原典も多いので、原典を読むために必要な語学(多くの場合、中世ラテン語)の修

得は避けられない。また、日本で研究がすすんでいない思想家も多いので，参考文献を読むための欧米近代語の習熟も望

まれる。授業のほかにも，本研究室出身者を中心とした京大中世哲学研究会(機関誌『中世哲学研究(ヴェリタス)』)で視

野を広める機会が得られる。 

(近世)近世哲学史専修では，ヨーロッパ近世から現代にかけての古典的な哲学者の研究が中心となる。この時期はデカ

ルト，カント，ヘーゲルをはじめ人口に膾炙した哲学者たちに富んでいるうえ，わが国での研究の蓄積もすでに相当のも

のになっている。しかし，ヨーロッパ自体の再定義の試みが始まるなか，近世哲学史研究もまた 19 世紀的常識に安住し

ない視野からの見直しが始まっており，今後一段と斬新な知見がもたらされるべきスリリングな研究領域であることを失

わない。ヨーロッパでそうであるように，哲学と歴史の両方にわたる関心と能力を持つ研究者が近世哲学史でも期待され

ている。古典語を含む多言語を読みこなす語学力，テキストの論理を追跡･再構成できる緻密な思考力，地道な実証力，

そしてフレッシュな眺望を求める大胆とそれと同時並行してぴったり焦点の合わせられた細部を愛する小心が必要であ

り，研究室という場でこれらの資質を磨くことがメンバーとなるものの課題である。研究成果の発表の場としては，『近

世哲学研究』および研究室紀要 Prolegomena を年 1 回刊行している。 
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■日本哲学史専修 

教 授 上 原 麻有子   西田哲学をはじめとする近代日本哲学，翻訳学 

〔著書･論文〕共著 

        “Naming and Contingency in Kuki Shuzo : From Philosophy to Literary Theory”,   

(Confluences and Cross-Currents, Nanzan Institute for Religion and Culture, 2009)，「西田幾多郎人

間的存在」(『日本哲学小史近代100 年の20 篇』，中公新書，2009)，「翻訳から見る昭和の哲学――

京都学派のエクリチュール」(『アジア･ディアスポラと植民地近代』，勉誠出版，2013 年), 「田辺元

の象徴と哲学―ヴァレリーの詩学を超えて」(『日本の哲学 第15号』、昭和堂、2014) 

日本哲学は、比較的新しい学問分野です。明治初頭から西洋哲学が本格的に受容され始め、「哲学」という語が訳出さ

れ、そして「哲学」という学問が開かれ発展してきました。日本哲学とは、その発展を通して日本独自の思考法や課題を

もとに生み出された哲学だと考えられます。 

 明治以降、日本における日本語で書かれた哲学が、いかに形成され成熟してきたのかについて考究する。これが本専修

の主な研究課題です。京都学派の知的基盤を形成した西田幾多郎、そして田辺元、三木清、西谷啓治、あるいは彼らと思

想的に近い九鬼周造や和辻哲郎などに関心をもつ学生が、国内外から本専修に集まり思索を深めています。このような哲

学者の日本語で書かれた哲学書を読むのだと言っても、油断はできません。日本哲学はその由来からして、根本的に比較

哲学です。テキストには、カントやヘーゲルなどの西洋的思想が、また一方では仏教や儒教などの東洋的宗教の概念や論

理が綿密に織り込まれています。だから言葉は自然と難解を極めます。日本哲学の深遠な思想を探求するためには、東西

の思想をそこから掘り起す、外国語の原文も丹念に読解し、理解する、そして比較するという一連の作業が必須です。 

 しかし、難解なテキストの読解にどっぷり浸かった研究をすることだけで満足するのではなく、さらにそれが、今、私

たちの生活、人生に対して意義をもつにはどうしたらいいのか、このようなことを念頭におきながら、日本哲学に取り組

んでください。 

卒業論文については、十分な参考文献の収集，またその厳密な検討が大前提となります。しかし、文献の単なる検討に

終わることなく，研究対象として選んだ思想そのものに自ら取り組み、それを批判的に検討する目を養う、また同時に、

自己反省的にその思想の立場や方法を検討し直す態度をもつことが必要です。 

 近年提出された卒論のテーマ、あるいは本専修が行っている様々な活動等についての詳しい情報は、HP 上で確認して

ください。 

http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/japanese_philosophy/jp-top_page/  
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■ 倫理学専修 

教  授  水 谷 雅 彦   近現代倫理学･応用倫理学 
准教授  児  玉   聡   英米倫理思想史･応用倫理学 

〔著書･論文〕  水谷「The Internet and the Japanese Conception of Privacy」(coauthored with J. Moor & 

J. Dorsey, “Ethics and Information Technology Volume 6 Number 2”, Kluwer Academic 

Publishers, 2004)，『情報の倫理学』(単著 丸善(株)，2003)，『岩波 応用倫理学講義 3 情報』 (編

著 岩波書店，2005)，「プライバシー概念の再検討と現実的諸問題｣(『法哲学年報』，日本法哲学会，

2001)「『高度情報化時代』 における技術と倫理｣ (『思想』 926 号，岩波書店，2001) ｢コミュニ

ケーションと倫理学｣，『哲学研究』第 579，580 号，京都哲学会，2005． 

児玉『功利と直観』(勁草書房，2010)，Satoshi Kodama, “Tsunami-tendenko and morality in 

disasters”, Journal of Medical Ethics, (2013)，児玉聡「功利主義批判としての「善に対する正の

優先」の検討」『社会科学研究』64(2) : 49-72 (2013) 

 

 

本専修では，人間の行為を哲学的に考察すること，あるいは広義の「社会哲学」の研究を主たる目的とする。現代社会

は，生命･環境･情報･ビジネスなどの分野で「倫理」という言葉が頻繁に使われている時代である。そうした現実的な諸

問題に「対応」するのも倫理学の重要な仕事である。そうした作業は「応用倫理学」と呼ばれるが，それは既存の倫理学

理論を現実問題に直接「応用」することを目指すものではない。むしろ現実の問題に正面から取り組むことを通じて，こ

れまでの倫理学の学説や現在「倫理」として通用している様々な規範を批判的に検討することが求められている。「道徳」

という現象をあたりまえのこととはせず，そこになんらかの「不可思議さ」を感じる諸君によって志望されることを望む。 

本専修における 終的な卒業研究は，「応用倫理学｣に属するものと｢倫理学理論｣に分類されるものに大別されるが，い

ずれを選ぶ場合でも，もう一方への目配りを欠かすことはできない。また，倫理思想史の全体を俯瞰することができるよ

うな歴史的研究も，手前勝手な思いつきや単なる意見の表明から真摯な学術研究を区別するための手段として重要な意味

をもっている。(大学院への進学を念頭においている場合は，卒業研究に歴史的，理論的研究を選択することが強く要請

される。) 

日常的な研究は，内外の文献の収集，精読が中心になる。そのため，志望者は，英･独･仏のうち少なくとも二つの外国

語を習得しておくことが必須である。また，広い意味での哲学に関する他専修の講義や演習にも積極的に参加し，視野を

広めることも重要である。コンピュータをはじめとする情報機器を用いた情報収集は現代の倫理学にとって必須のものと

なってはいるが，たとえばインターネットにすべての情報があるといった安易な態度は厳につつしまねばならない。 

研究室では，大学院生を中心にいくつかの研究会，読書会が定期的に開催されており，これに参加することは大きな刺

激になるであろう。例年夏休みには，特定のテーマを集中的に勉強する合宿が開催されており，親睦を兼ねた重要な行事

となっている。研究室の刊行物としては，35 年の歴史をもつ『実践哲学研究』や，いくつかのプロジェクトによって作

成された資料集やサーベイ論文集があり，研究方向を定める参考になると思われる。 

倫理学専修について，さらに詳細を知りたい方は，次の専修のサイトをご覧ください。 

http://www.ethics.bun.kyoto-u.ac.jp/ 
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■ 宗教学専修 

教  授  氣 多 雅 子   宗教哲学  (ドイツの哲学思想，京都学派の哲学) 
准教授  杉  村  靖  彦   宗教哲学  (現代フランス哲学，京都学派の哲学) 

〔著書･論文〕  氣多『ニヒリズムの思索』(創文社，1999)，『仏教とは何か――宗教哲学からの問いかけ――』 (共編

著，昭和堂，2010)，『西田幾多郎『善の研究』』(晃洋書房，2011)，“Nishidas ≫Reine Erfahrung

≪und die Wahrheit” (Kitarō Nishida in der Philosophie des 20. Jahrhunderts, Karl Alber, 2014)． 

杉村『ポール･リクールの思想―意味の探索』(創文社，1998)，「死者と象徴――晩年の 田辺哲学か

ら」(『思想』1053 号，2012)，Philosophie japonaise. Le néant, le monde et le corps. (共編著, Vrin，

2013), « Auto-éveil et témoignage‐Philosopher autrement: l’Ecole de Kyoto en comparaison avec 

la philosophie française post-heideggerienne (I, II) » (Philosophie, n.125, n.126, Minuit, 2015)。

「生と死の交錯―リクールとデリダ―」（『実存思想論集』30 号、2015）。 

 

｢宗教」の名の下で問題になりうる現象は実にさまざまであり，それに対する学問的なアプローチにも多種多様なもの

があるが，当専修は，哲学研究を軸としてそこから宗教にまつわる諸問題へと接近していくという研究姿勢を基本として

いる。このような姿勢の前提にあるのは，宗教とは単に例外的な経験や特殊な信条･組織の問題ではなく，人間が人間と

して世界の内にあることの根源，自己の存在の根源が問われる場にほかならないという洞察である。そこでは，「宗教と

は何か」という問いは，哲学の根本問題と自ずから触れ合うことになる。このように宗教と哲学とが切れ結ぶ地点に立ち，

そこで求められる思索の行方を追究すること，その意味での「宗教哲学」が当専修の基本的な方向性である。この方向性

は，歴史的に言えば，西田幾多郎，波多野精一，西谷啓治，武内義範，上田閑照，長谷正當という当専修の歴代の担当者

が，多くの場合京都学派の哲学の展開との密接な連関の下で発展させてきたものである。 

したがって，宗教史学，宗教心理学，宗教社会学，宗教人類学等々，およびそれらの方法論を駆使した記述的･実証的

宗教学については，当専修のカリキュラムでは主題的に取り扱っていない。しかし，もちろんそうした分野に関する知識

が不要だということではないし，学生諸君のそれぞれの関心に基づいた宗教現象･宗教思想へのアプローチを排除するも

のではない。 

宗教哲学という学問の性格上，本専修では，各人が自分の関心に基づいて比較的自由に研究を進められるように配慮し

ている。とはいえ，自らの問題を掘り下げてより深く展開していくためには，自分の手持ちの言葉や概念だけにしがみつ

いているのではなく，優れた先人の洞察へと分け入り，それを丹念に学ぶことによって自己の思索を鍛え抜くことが不可

欠である。それゆえ，欧米や日本の優れた哲学者･思想家の中から一人を選び，集中的に研究することから出発するのが

望ましい。卒業論文は，そのような勉学の一つの到達点として位置づけられている。 

ちなみに，ここ数年の卒業論文でとりあげられた思想家としては，キェルケゴール，ニーチェ，ベルクソン，ハイデガ

ー，マルセル，レヴィナス，メルロ=ポンティ，ヴェイユ，リクール，アーレント，西谷啓治らの名を挙げることができ

る。この一覧からも分かるように，現在の担当教員の専門領域との関係もあって，現代の仏独哲学に関心を寄せる者が多

いことが近年の当専修の特色である。 

当専修を志望する学生には，何よりも研究への関心と情熱をもち，研究を深めていくために必要な訓練に耐えることが

求められる。この訓練においては，必要な外国語文献を読みこなす語学力を身につけることがまずは不可欠である。文献

研究自体が目的ではないが，それを抜きにして，宗教哲学の諸問題を究明していくための思考力を養うことは不可能だか

らである。したがって，英語，ドイツ語，フランス語のうち少なくとも二ヶ国語でテクストを読み解く力を身につけるこ

とが目標とされる。とくに大学院への進学を希望する学生の場合は，このことは必須の条件となる。そうした努力を惜し

まなければ，当専修は，真の意味でラディカルに思索することを学ぼうとする者にとって，刺激的な環境となるはずであ

る。宗教思想と哲学探究との接点，現代哲学の先鋭的な問題提起，京都学派の哲学の蓄積等，さまざまなコンテクストで

学生諸君の思索の糧となるものが見出されるであろう。 

授業については，専任教員による特殊講義や演習に加えて，学外からの非常勤講師によって専任教員の専門外の分野を

補うように配慮している。また，大学院生を中心にして数々の読書会，研究会が運営されており，学部生も関心に応じて

そうした会に参加することができる。 
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■ キリスト教学専修 

教 授  芦  名 定 道           近現代キリスト教思想，現代神学の体系的倫理的諸問題 
  助 教  スティグ･リンドバーグ   近代日本キリスト教思想, 宗教哲学的諸問題 

〔主要著書･論文等〕  芦名『宗教学のエッセンス』北樹出版，1993．『ティリッヒと現代宗教論』北樹出版，1994．

『ティリッヒと弁証神学の挑戦』創文社，1995．『自然神学再考』晃洋書房，2007.『脳科学は宗教

を解明できるか？』(共編著) 春秋社，2012．『近代日本とキリスト教思想の可能性』三恵社，2016. 

                 リンドバーグ 「賀川豊彦の思想における〈芸術としての悪〉」（京都大学基督教学会『基督教学研 

究』31 号,2011 年）,「賀川豊彦の思想における「悪概念」」（現代キリスト教思想研究会『アジア･ 

キリスト教･多元性』9 号,2011 年）」. 

キリスト教とは何か。キリスト教の歴史をどのように理解するのか。キリスト教思想はいかなる現代的意義をもってい

るのか。 

こうした大きなテーマを念頭に，キリスト教に関連した諸問題に対して多様な方法を用いてアプローチし，根本的な分

析・考察を行うために，キリスト教学専修は始まりました。その創立は，1922(大正 11)年に遡りますが，特定の信仰や

教義と結びつくキリスト教神学(神学部)とは異なり，キリスト教を純粋に学問的な見地から研究することを目的とし，現

在，キリスト教の歴史と思想の全般にわたる研究教育を行っています。 

キリスト教が西洋ヨーロッパ世界の思想や文化の伝統的な基盤であることは言うまでもありませんが，現代のキリスト

教は，アジアやアフリカを含む世界の全域に広がり，今も新しい文化世界を生み出し，また人類全体に多くの影響を及ぼ

しつつあります。皆さんは，このようなキリスト教の新しい動向をご存じでしょうか。 

キリスト教学専修では，こうしたキリスト教という広範かつ多岐にわたる研究対象にアプローチするために，関連する

諸研究分野と連携し多面的な角度から研究教育を進めています。たとえば，偉大なキリスト教思想家が残した文献テキス

トの読解に基づく文献学的歴史学的研究はもちろん，キリスト教についてのフィールド調査やキリスト教芸術作品(建築，

絵画，音楽，文学)の分析など，様々な研究方法が考えられます――実際， 近のキリスト教学専修では，日本とアジア

のキリスト教（特に中国と韓国）について，フィールド調査を含めた研究を行っています――。こうした中で，特に研究

教育の力点が置かれているのは，次の分野です。 

 

1．聖書の思想研究(旧新約聖書学) 

2．キリスト教思想史研究(特に，古代教父，宗教改革，近現代キリスト教思想) 

3．キリスト教思想の体系的･宗教哲学的研究 

 

以上の研究教育のいずれにおいても，文献テキストの読解が中心であり，テキストの厳密な理解が大切になります。し

たがってキリスト教専修では，文献テキストに基づく研究を行うのに必要な語学の習熟が求められます。また同時に，キ

リスト教の歴史と思想に関連した歴史全般(哲学史や宗教史を含めた)についての幅広く深い知識も重要です。しかし，キ

リスト教学を学ぼうとする者には，キリスト教という対象と正面から学問的に向き合おうとする知的好奇心と，それを実

現するだけの学習意欲が望まれます。 

授業は，専修スタッフによる講義，特殊講義，演習，講読のほか，学外からの非常勤講師によって，キリスト教研究の

主要な分野をカバーするように行われており，さらに他専修との関連授業も含めることによって，キリスト教についての

十分な学習が可能になるように配慮されています。なお, 芦名教授は，近現代のキリスト教思想(近代イギリスの理神論･

自然神学から現代のエコロジー神学や宗教の神学まで)，あるいはアジアと日本のキリスト教思想を中心に教育研究を進

めており、リンドバーグ助教は, 賀川豊彦を中心とした近代日本のキリスト教思想を研究するとともに, 宗教哲学の諸問

題に取り組んでいます。 

キリスト教学専修について，さらに詳細を知りたい方は，次の専修のホームページをご覧ください。 

http: //www. bun. kyoto-u. ac. jp/christian_studies/cs-top_page/ 
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■ 美学美術史学専修 

美学･芸術学 
准教授  杉 山 卓 史   美学・感性論 

美術史学 

教  授  根 立 研 介   日本美術史 (特に仏教美術史) 

准教授  平 川 佳 世   西洋美術史 

比較芸術史学 

教 授  中 村 俊 春   西洋美術史 

〔著 書･論 文〕  杉山「「われ感ず、ゆえにわれ在り」のヘルダーにおける成立」（『美学』246，2015）．同「美と倫理

の結合子としての虚構―メンデルスゾーンの感覚概念をめぐって―」（『美学芸術学研究』30，2012）． 

根立『日本中世の仏師と社会』(塙書房，2006)．同『ほとけを造った人びと』(吉川弘文館，2013)． 

平川 The Pictorialization of Dürer’s Drawings in Northern Europe in the Sixteenth and 

Seventeenth Centuries, Peter Lang, 2009．同「デューラー工房試論―1510 年代初頭までを中心に

―」(中村俊春編『芸術家と工房の内と外―学習･共同制作･競争の諸相―』，2013)． 

中村『ルーベンス―栄光のアントワープ工房と原点のイタリア―』(展覧会 カタログ，毎日新聞社，

2013)．同 (ed.)  Images of Familial Intimacy in Eastern and Western Art, Brill, 2014. 

 

 

本専修は，〈美学･芸術学〉，〈美術史学〉，〈比較芸術史学〉の三分野からなるが，これら三分野は密接不可分の関係に

あるべきという方針で運営されている。 

〈美学･芸術学〉は，美や崇高についての古典的議論から，芸術と社会，現代芸術，メディアアートまでを理論的に研

究する。理論が現実から遊離しないように，新しい理論や思想に心を開くことは大切だが，現代芸術を考える時こそ，目

先の流行にとらわれず，空間的･時間的視野を広くもって古典に立ち向かうことも重要である。美学･芸術学の文献は，英，

独，仏，伊など近代語のほか，ギリシア語，ラテン語にまで及ぶが，外国語はたんに知識を得るための手段ではない。言

語と思考とは不可分に結びついており，言語こそが特定の思想を可能にするのである。外国語には貪欲であってほしい。

さらに今日では，科学技術がいわば共通言語のごとき力を振るっている。批判的思考を養うにはテクノロジーの問題を見

据えつつ，その中で美と芸術を考えねばならない。 

〈美術史学〉は，日本，東洋，そして西洋の美術史を作品に即して研究する。したがって本分野では，基本的な文献の

研究とともに，実作品に即した実証的研究教育が重視される。美術史学の対象も，時代的，地域的に極めて広範囲にわた

っているので早い時期に系共通科目の講義を受講するほか，日本，東洋，西洋など広い分野にわたる美術史の概説書を前

もって通読しておくことが望ましい。また専攻する対象(例えば中国美術やイタリア美術)に関する文献の研究が基礎とな

るため，なるべく早い時期に研究対象に関わる語学を習得し，漢文，古文書等の基礎資料の読解力を養っておくことが望

まれる。 

〈比較芸術史学〉は，地域および時代を越えた広い視野から芸術の比較研究を行う。日本の異文化理解の仕方，逆に日

本文化の異文化への影響，さらには異なる文化間の理解の可能性についての実証的研究等，今日ほど比較研究が必要とさ

れる時代はない。従来の学問の枠組みが暖昧になり流動化している現状にあっては，比較芸術史学の果たす役割は，ます

ます重要になると予想される。この分野の研究者にとっても語学力が求められることはいうまでもない。以上三分野のい

ずれにおいても，その対象は時代的，地域的に極めて広範囲にわたっており，また，どの分野にとっても芸術作品をはじ

めとする芸術現象に即した研究が基礎となる。それゆえ，文献研究とともに，機会あるごとに博物館，美術館を訪ね，ま

た演劇，文芸，音楽，映画などに接して各自の芸術経験を豊かにしてゆくことも重要である。 

本専修の現在の教員及びその主たる研究領域は上記の通りであり，文芸学，演劇学，音楽学，映像学などの専任教員は

いない。専門外の分野については，可能な範囲で，非常勤講師を依頼するほか，希望があれば，他学部･他大学の専門家

を紹介することもある。本専修の研究が一層活発になるためには，芸術のさまざまな分野の研究が活発になる必要がある

ことは言うまでもない。しかし、一方で，本専修の教員の専門外の分野の研究指導に関しては，高度の専門性という観点

からは限界があるという点には十分に留意してもらいたい。なお，本専修の研究活動に関しては，ホームページを参照し

てもらいたい。 

 http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/aesthetics_and_art_history/aah-top_page/ 
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当研究室保管作品「たなばた」上巻  

冊子装、縦 24.0 ㎝、横 18.3 ㎝、製作時期 17 世紀。室町時代後期から江戸時代初め頃に作られた日本の短編物語の代表

的なものの一つ。 
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東  洋  文  化  学  系 

 

東洋文化学系は，「東洋」と呼ばれる地域の文化の諸相を，言語と文学と思想の面から探求し，学問の対象としようと

する系である。以下の専修から構成されている。 

 

国語学国文学    専修  

中国語学中国文学    専修  

中国哲学史    専修  

インド古典学    専修  

仏教学    専修 

 

ここでいう「東洋」とは，日本，中国，インドをそれぞれの中心とした三つの文化圏の総体を指すものである。それぞ

れの文化圏には，悠久の時の流れの中で培われてきた大きな伝統が保持されている。その流れは大河の如くであるが，し

かしその流れはまた，その時々の様々な新奇なまた異質な文化的要素との接触･衝突のなかで激流となり，新たな流れを

生み出し，さらにまた合流して形成されてきたものでもある。したがって，たとえ近代･現代の文化的事象を対象に学問

するにしても，目の前の事実だけではなく，その背後に伏流する諸文化層，大小さまざまな伝統の流れを視野に入れなけ

ればならない。事態は，古代を扱う者にとっても同様である。たった一巻のテキストといえども，単一の文化伝統から生

み出されたものと思い込んではならない。その背後にある文化の諸相に常にまなざしを向ける必要がある。 

この三つの文化圏は，古くから文化的な接触を続けてきた。たとえば東アジアの芸術文化･言語文化の形成と展開を考

えるとき，紀元１世紀頃からシルクロードを経てもたらされたインド･中央アジアの仏教の文物，とりわけ大量の翻訳仏

教経典の影響を無視することはできないであろう。また，近くは 20 世紀日本を文化的中継点として，西欧文化が東アジ

アに与えた影響の大きさを知るならば，現代におけるこの地域の文化接触の実相について考えることになるだろう。様々

の視点から，なお多くの問題を見出すことができるに違いない。 

この系で学ばれる事柄の多くは，現代の世界とは時空を異にする地平で生み出されたものである。そのような事柄を理

解するためには周到な準備が要求される。今日に残された文献や口頭伝承を通じて，過去の声を聞き空間を隔てた思いを

読み取るためには，諸言語の確実な習得と，何よりも言葉を大切に思う繊細で厳密な読解力が不可欠である。したがって，

いずれの専修を選ぶにしても，第一に必要なのは語学力である。語学力と言っても単なるスキルではない，古代語であれ

現代語であれ，そこにとどめられた声と思いを大切に感じ取り読み取ろうとする愛情に支えられた力である。文献学（フ

ィロロギー）とは「言葉を愛する学」に他ならないのだから。 
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■ 国語学国文学専修 

教   授  大 谷 雅 夫   国文学，特に和漢比較文学（平成２９年３月退職予定） 
教  授  大 槻    信   国語学，特に中古語･古代語 

准教授   金 光 桂 子   国文学，特に中古文学･中世文学 

助  教   河 村 瑛 子   国文学，特に近世文学 

 

〔著書･論文〕   大谷『歌と詩のあいだ―和漢比較文学論攷―』 岩波書店，『萬葉集』 新日本古典文学大系  岩波書

店  (共 著)． 

大槻『明恵上人資料第四』東京大学出版会  (共著)．「古辞書と和訓」(『訓点語と訓点資料』108)． 

金光「『風葉和歌集』の政教性」(『国語国文』67 - 9･10)，「『有明の別』と九条家」(『国語国 文』

77 - 3)． 

河村「古俳諧の異国観」（『国語国文』83 - 1），「上方版『私可多咄』考」（『近世文芸』100）． 

授業は，上記の専任教員のほかに，人間･環境学研究科の国語学国文学関係の教員と，非常勤講師とによって行われる。

非常勤講師は，本学の教員の専攻しない分野を補う。国語学と国文学と，一応二つの専門に分かれているが，伝統的に，

国語学研究と国文学研究を相互に密接に結びつけることによって，それぞれ豊かな実績を挙げてきた。したがって，学生

も，関心の対象をあまり早くから限定せず，国語学･国文学の双方に対して幅広い関心を持つことが望ましい。 

本専修では，伝統的に古典文学の研究が中心になっているが，それは京都という地理的な要因と，文学研究科図書館や

附属図書館に収蔵されている，大量の貴重な古文献の存在が，古典研究に有利であるからである。図書館の原典に触れな

がら，研究を進めてゆけるという恵まれた環境の中で，さまざまな視点から，古典文学，古典文化の研究を進めてゆくこ

とによって，自ずから質の高い研究が生まれてくる。もちろん，近代文学の研究も盛んであり，授業も行われているが，

収蔵図書については，古典文学ほどには豊富ではない。また，現代文学については，授業は行われていないし，資料も少

ないが，現代という同じ時間を生きているので，資料は各自で蒐集することもでき，創意工夫が可能である。 

国語学国文学研究室では，研究活動の一環として，月刊誌『国語国文』を編集･刊行している。国語学国文学関係の専

門誌として東京大学の『国語と国文学』と並んで歴史が古く，国語学国文学研究の一拠点としての役割を長く荷い続けて

いる。また，若い研究者が中心となり，『京都大学 国文学論叢』も発行している。 

『国語国文』『京都大学  国文学論叢』以外にも，研究室では貴重な資料の学界への提供を旨として編集･出版活動を行

っており， 近の例では，京都大学国語国文資料叢書五十余巻の他，『改修捷解新語』『京都大学蔵大惣本稀書集成』『ヴ

ァチカン図書館蔵 葡日辞書』を刊行し，『京都大学蔵 むろまちものがたり』全十二巻ならびに『貴重連歌資料集』全

六巻，『和漢聯句資料集』(室町前期･室町後期)  を刊行した。現在も両足院叢書を刊行中である。 

本専修の在学生と卒業生は，京都大学国文学会という会に加入する。同窓会組織であるが，その名の通り「学会」の性格

が強く，毎年 12 月初めに開かれる例会では，大学院生の研究発表や学術講演が行われる。研究とはどんなものかという

ことに触れるためにも，聴講することが望ましい。 
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■ 中国語学中国文学専修 

教 授   平 田 昌 司   中国近代言語文化史 

教 授   木 津 祐 子   中国語学史 

准教授   緑 川 英 樹   中国古典文学 

〔著書･論文〕 平田『文化制度与漢語史』（北京大学出版社、近刊）．同『『孫子』―解答のない兵法』岩波書店．同「仁

義礼智」を捨てよう―中央研究院歴史語言研究所の出現」（2014） (論文)．「制御された逸脱―杜甫七言拗律論」（2012）（論

文） 

木津『京都大学文学研究科蔵琉球写本『人中画』四巻付『白姓』』(編著、臨川書店)．同「不定指称としての“一箇”成立

前史——『朱子語類』の場合——」（2014）(論文), 「官話」の現地化」（2013）(論文) 

緑川『韓愈詩訳注』第一冊（共著，研文出版）．同「雨の情景――陳与義の詠雨詩と杜甫―」（2012）(論文), 「方回の梅堯

臣評価について」(2006)（論文） 

本専修が対象とするのは，文字が出現してからの3000年以上たえまなくつづき，さらにヨーロッパのロマンス諸語ほどの

差異のある中国語諸方言のひろがっている時空の中で，漢字を用いて伝えられてきた言語･文学の全体である。 

ただし，書きことばの上では，古くから共通の規範をもとうとする求心的傾向が強く，標準的古典語と現代共通語(普通話)

との学習を出発点に，ほとんどの文献は読めるようになる。古典と近代とを乖離させずに，一つの大きな流れを見通すにも，

これら2種のことばの基礎力は欠くことができない。その際，いかなる時代の作品を扱うにも，正確な語感の把握のために

は，会話･作文を含めた現代語の力が前提となることは強調しておくべきであろう。また，口承系の資料を研究するには，

対象地域により方言の知識が必要となることがある。 

はじめにのべた対象領域の広さゆえに，専任教員のみでは充分な授業をおこなうことができない分野が数多く存在する。そ

うした面については，人文科学研究所，人間･環境学研究科および他大学から出講いただいている講師陣の強力な応援があ

る(詳細は今年度の学生便覧参照)。また院生･学生独自の読書会･研究会も，それぞれの関心に応じ開かれている。意欲的な

学生には，方法論的問題を考えるためにも，中国以外の言語文化圏への関心をあわせもちつづけることをすすめる。 

在学者ならびに卒業生を中心に中国文学会が組織されており，年1度の例会では同会会員の研究者による発表がおこなわ

れる。年2回発行される研究雑誌『中国文学報』は，学界において高い権威が認められており，現在までに84冊を数える。

中国その他から来学された学者の講演会なども毎年開かれている。 

平田教授は，多言語文化圏としての中国において観察される方言と文化史のかかわり，特に科挙制度との関連や近代国民

語の形成，また19～20世紀の転換期の言語文化に関する研究をすすめている。 

木津教授は，文明の言語としての中国語という観点から，非中国語圏との接触が活溌であった周縁地域の言語に着目し，

その接触によって形成された境界的中国語の実態を明らかにすることを目指している。 

緑川准教授は，中国古典詩と文学理論，とりわけ「唐宋変革期」と称される中唐から北宋に至る時期を中心として，「宋

調」(宋詩的なるもの)の形成と受容，詩学観念の演変といった問題について考察している。 
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■中国哲学史専修 

教 授  宇佐美 文理   中国近世思想史 

〔主要著書･論文等〕 宇佐美『『歴代名画記』〈気〉の芸術論』岩波書店 2010，「六朝時代における「信仰」の素描」 

(『三教交渉論叢續編』)  2011，「「形」と気象」(『哲学研究』593 号)  2012,『中国絵画入門』

(岩波新書)  岩波書店  2014，『中国藝術理論史研究』創文社 2015. 

中国哲学史は，中国人の思索の歩みを研究する学問である。よく中国哲学史と呼ぶのがよいか，それとも中国思想史と

称するほうがよいかが議論されることからもわかるように，中国哲学は西洋哲学とは内容をかなり異にする。形而上学や

認識論が中心課題となることはそれほど多くなく，論理学もまた発達しなかった。しかしそれは，中国人が世界や人生に

ついて充分な思索を行わなかったということではない。彼らもそれらについて，究めつくせないほどの思想的業績を遺し

ているのである。ただそれが，西洋とは全く思考様式や発想を異にする中国独自のものであったということである。その

点をまず心に留めておいてもらいたい。 

平凡ながら，中国人が何をどのように考えたかを知ること，中国哲学史研究はこの一事につきる。したがって，一切の

先入観を捨て，中国人の立場に立ってその思考を跡づけることがまず何よりも必要である。西洋哲学の概念や類型にあて

はめて事足れりとすることは，厳に戒めなければならない。もっともそれは，中国哲学の研究に西洋哲学の知識が必要な

いことを意味するのではむろんない。中国の哲学を正確に分析するためには，西洋哲学の知識はむしろ不可欠である。た

だそれを機械的にあてはめてはならないと言うのである。諸君は積極的に西洋哲学を，さらには宗教学･倫理学･美学等に

ついても勉強してほしい。またインド哲学や仏教学の素養が必要なことは言うまでもない。 

中国人の立場に立ってものを考えるためには，古典文献，すなわちいわゆる漢文が正確に読めることが何よりも必要で

ある。学生にとって，漢文読解力修得が第一の肝要事である。したがって本専修では，演習，講読に も力を注いでいる。

その方法は，清朝考証学を踏まえた文献実証学であり，訓詁と典故とを重視する。一字一句をゆるがせにしない詳細な読

みと出典調べが要求される。一見哲学とは無関係の，無味乾燥な作業と思うかもしれないが，どうか我慢してほしい。そ

れが哲学研究の基礎となるのだから。教材の中心は経学関係の書である。経学は中国哲学の根幹であり，経学を全く抜き

にした思想家は存在しない。道･仏教家の場合でも，経学がその素養にある。故に中国哲学を研究する者は，その専門分

野のいかんにかかわらず，まず経学を学んでおかなくてはならない。経学演習は必修課目と思ってもらってよい。 

しかし，経学が中国哲学の全てではない。仏教や道教はむろんのこと， 古の甲骨文から現代の新儒家や社会主義思想

まで，中国哲学の稔りは豊かである。若いうちは自らを限定せず，できるだけ広く関心をもっていてほしい。従来の経学

や儒教のみの哲学史はもはや過去の話となった。仏教や道教関係の講義も設けてあるので，それらもなるべく聴講してほ

しい。 

あと一つ注文を言えば，できるだけ早いうちに中国語を習得しておくこと。学術の国際交流の上からも欠かせない。 

日本人にとって，中国は文化の母とも言える。色々書いたが，中国語や漢文をこれまでとくに学習していなくとも構わ

ない。意欲ある諸君の専修を待望する。なお卒業生と院生を中心として「京都大学中国哲学史研究会」が組織され，その

機関誌として「中国思想史研究」(年刊)を刊行している。 
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■ インド古典学専修 

 

教 授      横  地 優 子    古典サンスクリット文学，ヒンドゥー教史 

教 授  赤 松 明 彦    インド哲学 

特任教授(JGP)  ディヴァーカル･アーチャールヤ    インド古典学，写本学，インド思想史 

特任教授    ソームデーヴ･ヴァースデーヴァ    シヴァ教文献，古典サンスクリット文学･文学理論 

        （平成 28 年 9 月退任、10 月より後任教員の着任予定） 

 

 

〔著書･論文〕 横地『ヒンドゥー教の聖典二篇：ギータ･ゴーヴィンダ，デーヴィー･マーハートミャ』(小倉 

泰 と共 著)，平 凡 社 (東 洋文 庫)，2000 年．同 The Skandapurān. a Volume III, Adhyāyas 

34.1-61, 53-69.  The Vindhyavāsinī Cycle.  Leiden & Groningen, 2013. 

赤松『『バガヴァッド･ギーター』神に人の苦悩は理解できるのか？』岩波書店. 東京. 2008. 同“Early 

Advaita and Mahayana Buddhism: The Formation of Illusionism and Its Development”  

ActaAsiatica.108:1-12. 2015. 

アーチャールヤ The Little Clay Cart by Śūdraka. Clay Sanskrit Library. New York 2009. 

同Vācaspatimiśraʼs Tattvasamīks.ā.  The Earliest Commentary on Mandanamiśraʼs 

Brahmasiddhi. Stuttgart 2006. 

ヴァース デーヴァ  The Recognition of Śakuntalā by Kālidāsa.  Clay Sanskrit Library.  

New York 2006．同 The Yoga of the Mālinīvijayottara. Collection Indologie 97.  Pondichéry 2004． 

 

本専修では，古典サンスクリット語に代表されるインド･アーリア系諸言語と，それらの言語で編纂された古代インド

文献の研究を行っている。インド･ヨーロッパ諸語の中でも古いかたちをとどめるサンスクリットの研究は，古代インド

文献のみならず，インド･ヨーロッパ諸語の歴史的研究にとっても不可欠なものである。学生諸君には学部生の間に，人

類の貴重な知的遺産であるサンスクリットを学習し，そこに内包される言語的叡知に触れてみることをお勧めしたい。た

だし，その学習はある程度根気を要することを付け加えておかなければならない。特に本専修を志す人は，三回生までに

サンスクリット文法のクラスを受講しておいてほしい。サンスクリット文献の研究に取り組むためには，これは必須であ

る。また，サンスクリットの研究には 200 年の歴史と，その間に蓄積された膨大な研究業績がある。それらの業績の大半

は，ドイツ語，フランス語，英語で書かれているので，卒業論文を仕上げるには，英語以外にドイツ語やフランス語の資

料もある程度扱えることが望ましい。 

本専修では，古代インドの哲学，宗教，言語，文学，文化史に関わる諸文献の研究をすることができる。専修主任の横

地は，ヒンドゥー教神話伝説，プラーナ文献，古典サンスクリット文学の研究に従事するとともに，文化史的視点から女

神信仰の研究も行っている。教授の赤松は、インド哲学全般を扱うが、特に言語哲学と認識論･論理学に詳しい。近年は、

また、初期の仏教とジャイナ教、ヒンドゥー教の交渉について概念史的な考察を試みている。特任教授のアーチャールヤ

は，主に写本を基礎にしたサンスクリット文献研究に従事し，多数の新しく発見された文献の校訂研究を行っているが，

近年は 高原理をめぐる思想の展開などの思想史に興味を抱いている。また碑文の読解に基づく，古代インド･ネパール

の歴史･文化史研究も行っている。特任教授のヴァースデーヴァは，シヴァ教文献，古典サンスクリット･プラークリット

語文学とその理論(詩論･修辞学等)の研究を行うほかに，英語論文の作成指導も行っている。この他，人文研の藤井教授が，

ブラーフマナ，ウパニシャッドなどの文献やヴェーダ祭式に関する特殊講義を行っている。また，毎年学外から数名の講

師を招き，中期インド語，文法学，古典文学，哲学諸派，ヒンドゥー教，ジャイナ教，インド科学史等の授業をお願いし

ている。 
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■ 仏教学専修 

教授  宮  崎    泉   後期インド仏教，チベット仏教 

〔著書･論文〕   『中観優波提舎開宝篋』テキスト･訳注『京都大学文学部研究紀要』46，2007．Atiśa 

(Dīpamkaraśrījñāna)―His Philosophy, Practice and its Sources, The Memoirs of the Research 

Department of the Toyo Bunko, 65, 2007．『禅定灯明論』に説かれる漸門派説について，『仏教史学

研究』51-1，2008．インド大乗仏教における解脱の思想と慈悲，『日本の哲学』12，2011．『三昧王

経』第 32 章における samjñāの位置について,『印度学佛教学研究』63-2，2015 他． 

本専修は，伝統的に，インド及びチベットの仏教思想史の研究と教育を中心としているが，中国仏教については人文科

学研究所その他学内及び学外の研究者の出講によってこれを補っている。 

本専修を志望するものは，2 回生の段階において少なくとも初級サンスクリット語並びにチベット語を学習し，また学

部在学中にパーリ語をも習得することが期待される。漢文仏教文献を扱い得る漢文の素養も必要であることはいうまでも

ない。仏教学は，国際性の高い学問であるので，大学院に進学しようとする学生は英･独･仏語のうち少なくとも一つにつ

いては作文･会話を含めて十分に習熟することが望まれる。 

宮崎教授は後期インド仏教を専門とし，そのチベットへの伝播についても関心を持っている。特に，インド禅定思想の

チベットへの受用の問題，並びに大乗仏教の展開について研究中である。 

本専修のスタッフによる講義，特殊講義，演習のほかに，サンスクリット語，チベット語(いずれも学部共通語学)の講

義が学生のために用意され，またインド古典学専修の授業のうちのいくつかは本専修と共通となっている。 

平成 28 年度には学外から来講している室寺義仁講師(滋賀医科大学教授)がアビダルマ並び瑜伽行派を，佐藤直美講師

(宗教情報センター研究員)が大乗経典を，志賀浄邦講師(京都産業大学准教授)がインド仏教論理学を，加納和雄講師(高野

山大学助教)がサンスクリット写本読解を，熊谷誠慈講師(こころの未来研究センター特定准教授)がボン教を，デロシュ 

マルク ヘンリ講師 (総合生存学館准教授)がチベット仏教宗派史ならびにフランス語講読を，高橋慶治講師(愛知県立大

学教授)がチベット語初級を担当し，船山徹講師(人文科学研究所教授)が中国仏教を講じている。 
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西洋文化学系 

 
 
西洋文化学系は，ヨーロッパおよびアメリカの文化について，文学と言語に視点を定めて研究を行う部門であり，古典

古代から中世，近･現代までの時代を広くカバーするとともに，取り扱う言語に応じて，西洋古典学，スラブ語学スラブ

文学，ドイツ語学ドイツ文学，英語学英文学，アメリカ文学，フランス語学フランス文学，イタリア語学イタリア文学と

いう七つの専修に分かれている。 

いずれの専修においても文献資料の正確な解釈と整理が研究の基礎となるため，語学能力は極めて重要である。各専門

領域の言語は言うまでもなく，ラテン語･ギリシア語の基礎知識は非常に有益であり，また近代語については作文や聞き

取り，会話などの実践的運用能力も高める必要がある。従って全学共通科目の語学単位とその他の必修の語学の単位は一･

二回生の間に取得しておくことが望ましい。 

七つの専修はいずれも論理的･実証的であると同時に自由な発想に基く研究を重んじており，それぞれの地域や文化圏

の文学･言語･思想･社会に関心をもつ学生諸君を幅広く迎えることを望んでいる。文学研究科図書館には，長い歴史と伝

統を誇る旧文学科から受け継いだ豊富な文献資料が所蔵されているので，これらを存分に活用してほしい。また，人間･

環境学研究科や人文科学研究所など学内他部局，そして他大学からの講師も授業を担当して，充実したカリキュラムを組

んでいる。専修所属の教員名，著作等については各専修の項を参照されたい。 
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■ 西洋古典学専修 

教 授  髙  橋  宏  幸      恋愛エレゲイア詩，ラテン叙事詩，ローマ演劇 
准教授  マルティン･チエシュコ  ギシリア･ローマ演劇，抒情詩 

〔主要著書･論文等〕  髙橋『ギリシア神話を学ぶ人のために』世界思想社，2006．『カエサル『ガリア戦記』歴史

を刻む剣とペン』岩波書店，2009。 

M. Ciesko, Menander and the Expectations of his Audience. Oxford DPhil Thesis. 

 

本専修は，古典古代にギリシア語およびラテン語で書かれたテクストについての文献学的研究に加えて，広く古典古代

の文化全般を研究の視野に入れ，字義どおり西洋古典学と呼びうる総合的学問研究を目指す。 

 前 8 世紀のホメロスから後 2 世紀のラテン作家まで同一の文化的精神的伝統を共有する世界を古典古代と呼ぶ。そこに

おいてギリシア文学は叙事詩･抒情詩･悲劇･喜劇･歴史･牧歌･小説など，さまざまな文学ジャンルを生み出し，ラテン文学

はギリシア文学を継承しつつ，恋愛詩･風刺詩･弁論など独自の発展を織り込んでルネッサンス以後の再生に連なる古典の

伝統を築き上げた。 

これらの文学作品を主要な研究対象とし，原典批判を基本に，テクストを精細に読み，背景にある伝統を踏まえ，文脈

に即した解釈を提起することが本専修の目指す一つの方向であり，そこには 近発達した記述構造分析，文体論的研究，

神話構造分析などの成果も取り入れられる。 

他方，西洋古典学という学問は，古典古代の当時にあっても近代の西洋古典学の出発点にあっても，文学，哲学，歴史

学など人文科学分野にとどまらず，数学，物理学，天文学，医学，生物学などの自然科学分野をも含んで，人間にかかわ

るすべての学問分野にまたがる形で成立した。人間を分割しえない完結した個体として総体的に捉えようとする視点がそ

の根幹にあった。近代の関連諸科学の発展は西洋古典学にもめざましい諸成果をもたらしたが，反面，専門領域の著しい

細分化の結果，西洋古典学本来の学問としての全体像が見失われることにもなっている。 

本専修は，こうした面への反省から，原典批判･テクスト解釈ではおおいきれない古典文化の諸相をも研究の対象に取

り上げる。ギリシア文化の形成にあたっては，エジプトやメソポタミアの先進国から多大な影響が及び，他方，古典文化

の伝統はビザンチン文化やカロリング朝文化，さらにはイスラム文化によって継承された。このような文化史の大きな流

れをも視野に入れながら，すぐれた文学を生み出した古典古代の文化を総合的に研究する。 

古典の文学あるいは語学に興味のある学生はもちろん，文化に主として関心を抱く学生も，本専修を選択しようとする

学生はまず，第一次資料となるギリシア語･ラテン語の原典を読みこなす能力を養うことがもっとも重要である。できる

だけ早い段階で両語学の初級文法を(少なくとも一方の 4 時間コースを 2 回生時に)習得することが必要不可欠である。語

学面ではまた，辞書･研究書は外国語のものが多く，英･独･仏そのほかの近代語の学習も重要となる。そして｢講読｣およ

び｢演習｣において読みの正確さと速さを高め，「特殊講義」において古典古代全体を視野に入れた研究の方法を学ぶ。ま

た，古典古代の全体的理解という点では，古代哲学史，西洋古代史の研究領域とも密接な関連を有するので，これらの授

業の積極的受講も望まれる。 
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■ スラブ語学スラブ文学専修 

教 授  中 村 唯 史    近現代ロシア文学･思想, ソ連文化論 
〔主要著書･論文等〕『ポケットマスターピース４・トルストイ』（共訳、集英社文庫、2016），『映像の中の冷戦後世界：

ロシア･ドイツ･東欧研究とフィルム･アーカイブ』（共編著，山形大学出版会，2013）, 『再考ロシア･フォルマリズム：

言語･メディア･知覚』（共編著，せりか書房，2012）, 『今、ソ連文学を読み直すとは』（共編著，埼玉大学教養学部リベ

ラル･アーツ叢書，2012），ヴィクトル・ペレーヴィン著『恐怖の兜』（翻訳・解説，角川書店，2006）． 

 

また，上記に加えて，下記の先生が，協力教員として教育および研究指導に参加している。 

教 授  服 部 文 昭 (人間･環境学研究科)   スラブ文献学、スラブ語学 

〔主要著書･論文等〕О некоторых примерах с формой прошедшего времени в Архангельском Евангелии 1092 г.   

Die Welt der Slaven, Bd. 55, 63-72, 2014. // Об инновации в составлении Остромирова евангелия.  In Y. 

Nakajima(ed),  Comparative and Contrastive Studies in Slavic Languages and Literatures.  Japanese 

Contributions to the Fifteenth International Congress of Slavists. Tokyo, 1-9, 2013. 

本専修は，ロシアから東欧にかけての広大な地域に分布するスラブ諸民族の文学，文化, 言語を，広い視野から総合的

に研究･教育することをめざしている。スラブ民族は，ロシア，ウクライナ，ポーランド，チェコ，ブルガリアほか, 多

様な民族に分かれ，その文化･言語は全体として一定の均質性を持つと同時に，それぞれに個別の特徴を示してもいる。 

専修担当教員の中村はロシア文学･ソ連文化論を専門とし, おもに 19 世紀初頭から現代に至るロシア文学･思想を対象

とした研究を行っているが, 多言語･多文化国家を標榜したソ連時代の文化状況にも強い関心を持っている。協力教員の

服部は，対象となるテクストをスラブ文献学，スラブ語学，文学・歴史研究などの視点から多角的に分析すること，また

それを通して新たな文学研究へのアプローチを見出すことを念頭に研究に取り組んでいる。その他にも，文学研究科, 人

文科学研究所, および他大学の先生方の助力を得て, 多様な授業を専修科目として指定している。また授業の他にもポー

ランド文学やチェコ語の勉強会，公開講演会や上映会の開催等, 学生諸君の多様な関心にできるだけ応えられるように努

めている。 

とは言え，現時点において学生諸君が習得するために も条件が整っており，1 回生から学習することができるのはロ

シア語である。ロシア語がスラブ研究のための国際的共通語としての地位を占めていること, トルストイ，ドストエフス

キー，チェーホフほかのロシア文学が近代以降の日本の文学･思想に深甚な影響を及ぼしてきた経緯などにも鑑みて, 本

専修の授業は近現代ロシアの文学･文化･思想･言語を主たる対象としている。必修の授業の一つである外国人実習はロシ

ア語についてのみ行われている。 

本専修の授業では, テクストを様々な可能性も含め, 緻密に読み解き, 解釈する作業が中心だが, そのためには言語に

関する広い知識と感性とともに, テクストの背景にある時代や伝統に関する理解も必要なので, 講義や特講の授業では, 

文学史や文化史, また文学作品や文化現象を考察するための枠組や方法についても講じている。専修の授業でロシアやそ

の他のスラブ世界の文学･文化･言語を考えるた

めの視座を確立してもらいたい。 

そのうえで, 学生諸君がどのような領域, 分

野に関心を持ち、理解と考察を深めていくかは, 

個々人の選択に委ねられている。教員がすべて

の学生の関心に十分に応えられないこともある

だろうが, その場合でも諸君と意見や見解を交

わすことはできる。人文学の基本が「対話」で

あると喝破した文芸学者ミハイル･バフチンを

生んだロシアを初めとするスラブ言語文化の研

究を志す諸君に期待したいのは, 言語に対する

感性と, 文化や歴史に関する知識, 自分の関心

をどんどん拡げていこうとする知的意欲, そし

て教員や先輩との議論も辞さない自主的な姿勢

である。 

写真：専修主催公開講演会 ナターリヤ・タラーソワ氏（ロシア文学研究所）「ドストエフスキー研究の現在」（2015 年 11 月 12 日）  
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■ ドイツ語学ドイツ文学専修 

教 授  松 村 朋 彦   近代ドイツ文学･文化史 
准教授  川  島   隆   近現代ドイツ文学･メディア論 

〔著書･論文〕  松村『越境と内省――近代ドイツ文学の異文化像』(鳥影社，2009)，『動物とドイツ文学』(編 

著，日本独文学会研究叢書，2012)，『啓蒙と反動』(共著，春風社，2013)。 

川島『カフカの〈中国〉と同時代言説』(彩流社，2010)，『コミュニティメディアの未来』(編 

著，晃洋書房，2010)，『図説  アルプスの少女ハイジ』(共著，河出書房新社，2013)。 

本専修の研究教育の対象領域は，中世から現代へといたるドイツ語圏（オーストリア，スイスを含む) の言語文化全般

にわたっている。松村教授は，18 世紀後半から 19 世紀前半にかけてのドイツ文学を文化史的な観点から考察しようと試

みている。川島准教授は，19 世紀から現代に至るまでのドイツ文学をジェンダー論的に読むかたわら，メディア論にも

関心を寄せている。専任教員の専門分野からもわかるように，研究教育の中心をなしているのは 18 世紀以降のドイツ文

学であるが，それ以外の研究領域についても，人間･環境学研究科や人文科学研究所の教員ならびに他大学からの非常勤

講師，さらには外国人教師の協力を得て，多種多様な授業が開講されている。ドイツ語学に関する授業も毎年おこなわれ

ている。授業の他に，学生による読書会も盛んである。学生の卒業論文の対象は，近代･現代の作家や作品をはじめ，ド

イツ語学ドイツ文学のさまざまな領域におよんでいる。 

本分野の研究教育の特色は，講座開設当初から一貫して，原典の綿密な読解を重視する点にあり，この伝統は今日もな

お生きつづけている。とりわけドイツ語を学びはじめてまだ日の浅い学部学生のための講読や演習の授業では，ドイツ語

のテクストを正確に読むための訓練に 大の力点がおかれている。だが他方では，新しい方法論の出現と対象領域の拡大

によってますます多様化しつつある現在の研究状況をふまえて，せまい意味での語学･文学研究の枠組にとらわれること

なく，広くドイツ語圏の諸芸術や文化と社会のさまざまな問題に目を向けることもまた必要であろう。 

さらに，ドイツ語圏の言語文化が他の欧米諸国との密接な影響関係のもとに成立，発展してきたことを考えるなら，ド

イツ語学ドイツ文学を西洋文化全体とのかかわりのなかでとらえようとする視点もまた，今後ますます重要になってくる

だろう。 

このような意味で，ドイツ語学ドイツ文学を学ぼうとする学生諸君には，言葉に対する鋭敏な感覚と西洋文化全般に対

する広範な関心をもつことを期待したい。 

  

  



 

- 24 - 
 

■ 英語学英文学専修 

教  授  佐々木   徹   イギリス小説 
教  授  家 入 葉 子   英語学 

准教授  廣 田 篤 彦   イギリス演劇 

〔著書･論文〕  佐々木  Thomas Hardy, The Hand of Ethelberta, 校訂･編集，Everyman Paperback．チャールズ･デ

ィケンズ『大いなる遺産』訳書，河出文庫． 

家 入  Negative Constructions in Middle English, Kyushu University Press. Verbs of 
Implicit Negation and their Complements in the History of English, John Benjamins. 

廣田 “The Tardy-Apish Nation in a Homespun Kingdom : Sartorial Representations of Unstable 

English Identitiy”, Cahiers Elisabethains 78 (Universite Paul-Valery Montpellier III 2010)． 

“Circes in Ephesus : Civic Affiliations in The Comedy of Errors and Early Modern English 

Identity”, The Shakespearean International Yearbook 10 (Ashgate 2010)． 

 

本専修の講義は，3 名の専任教員のほか，人間･環境学研究科および学外の教員によって行われ，英語学と英文学のほ

ぼすべての分野を網羅するようになっている。(大多数の講義はアメリカ文学専修の講義としても認定され，また，アメ

リカ文学専修の講義の大多数は本専修の講義としても認定される。)英米人教員によるものを除いて，講義は日本語で行

われるが，その場合にも教材は英語の原典を用い，作品の正確で厳密な読解を特に重視する。 

本専修では英語学と英文学に関する多くの科目を提供しており，特定の狭い分野のみに限定することなく，幅広い関心

を養うのが好ましい。卒業論文は英語で書くことになっているので，英語の運用能力を高める努力が必要とされ，英米文

専修学生を対象に提供する ‘Academic Writing’の科目を履修することが望まれる。 
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■ アメリカ文学専修 

教  授  若 島  正  現代アメリカ小説 
准教授  森  慎一郎  アメリカ小説 

〔著書･論文〕   若島『乱視読者の英米短篇講義』研究社．同『乱視読者の新冒険』研究社．同『ロリータ，ロリー

タ，ロリータ』作品社．同ウラジーミル･ナボコフ 『透明な対象』 (共訳) 国書刊行会．同ウラジ

ーミル･ナボコフ『ディフェンス』(訳)  河出書房新社．同ウラジーミル･ナボコフ『ロリータ』(訳)  

新潮文庫．同ウラジーミル･ナボコフ『ローラのオリジナル』(訳)  作品社． 

『書きなおすナボコフ，読みなおすナボコフ』(共編著)  研究社． 

森「机の上の原稿―『夜はやさし』における精神科医の破滅について」(『英語青年』第 147 巻 

第 7 号)．同「ギャツビ ー･ゴネグ シ ョ ン ―フィ ッツ ジェラ ルド『偉 大なギャツビ ー』 

をめぐって｣ (『みすず』 第 46 巻第 3 号)．同アラスター･グレイ『ラナーク―四巻からなる伝

記』 

(訳)  国書刊行会．同 F･スコット･フィッツジェラルド『夜はやさし』(訳)  ホーム社． 

本専修の授業は，2 名の専任教員のほか，人間･環境学研究科および学外の教員によって行われ，主として 19 世紀以降

のアメリカ文学について，できるかぎり多様な領域を網羅するようになっている。また，本専修の授業の大部分が英語学

英文学専修の単位として認定されるのと同じように，英語学英文学専修の授業も大部分，本専修の単位として認定される。

学生は特定の狭い分野のみに限定することなく英語学英文学の分野や他の外国文学についても，できるだけ広く理解を深

めることが望ましい。 

英米人教員によるものを除き，授業は日本語で，英語の原典を用いて行われる。特に重視されるのは作品の精密な読解

であるが，卒業論文は英語で書くことになっているので，‘AcademicWriting’ 等の科目を履修して，英語の運用能力を

高める努力が必要とされる。また，日本文学にも関心を抱き，日本語の理解，日本語による表現能力を深めるために常日

頃努力することも大切である。 
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■ フランス語学フランス文学専修 

教 授  田 口  紀 子   フランス語学，テクスト言語学 
教 授  増 田      眞   18 世紀の思想と文学，ルソー，ディドロ 

准教授  永 盛  克 也   17 世紀文学，ラシーヌ 

特定准教授  ギヨーム･ペリエ   20 世紀の文学，フランス文学全般 

 

〔著書･論文〕  田口『文学作品が生まれるとき――生成のフランス文学』(共編著)，京都大学学術出版会；『身体のフラ

ンス文学』(共編著)，京都大学学術出版会 

増田『ルソーを学ぶ人のために』(共著)，世界思想社；Les Destinataires du moi :altérités de l’

autobiographie, Editions universitaires de Dijon (共編著)  

永盛『文学作品が生まれるとき――生成のフランス文学』(共著)，京都大学学術出版会；『ラ シーヌ劇

の神話力』(共著)，上智大学出版会 

ペリエ La Mémoire du lecteur. Essai sur Albertine disparue et Le Temps retrouvé, Classiques 

Garnier ; Littérature, n° 175, « Artifices de mémoire », 2014 

大浦『文学をいかに語るか――方法論とトポス――』(共著)，新曜社；『哲学を読む――考える愉しみの

ために――』(共編著)，人文書院。 

稲垣『ヴィクトル･ユゴーと降霊術』，水声社；『フランス〈心霊科学〉考 宗教と科学のフロンティア』，

人文書院。 

王寺 Eprouver l’universel. Essai de géophilosophie, Kimé；ディドロ『運命論者ジャックとその主人』 

(共訳)，白水社。 

塩塚 Les Recherches de Raymond Queneau sur les «fous littéraires», Eurédit；ジョルジュ･ペレック

著，塩塚秀一郎訳，『煙滅』，水声社。 

 

 上記に加えて，平成 28 年度は，下記の教員が，講師として教育ならびに研究指導に参加している。 

 

稲 垣 直 樹   教  授 (人間･環境学研究科)  19 世紀の文学，ユゴー，暗黒小説 

多 賀 茂     教  授        (同)    18･19 世紀の詩と思想 

塩 塚 秀一郎   准教授        (同)    20 世紀の文学･文化，ペレック，クノー 

大 浦 康 介   教  授   (人文科学研究所)    文学理論，現代フランス小説 

王 寺 賢  太  准教授       (同)             18 世紀の思想と文学    ディドロ 

 

なお，平成 28 年度は学外から小栗栖等和歌山大教授が中世語･中世文学を講じているほか，後期は池田潤講師がサント＝

ブーヴを講じている。 

 フランス語学フランス文学専修では，フランス語のしくみやフランス文学の作品の読解を中心に学ぶが，その背景にあ

る思想，歴史，時代を含めたフランス文化一般についての広い知識を身につけることを目的にしている。たとえば，アル

ベール･カミュの『異邦人』という作品を読む場合，ストーリーを追うだけではなく，そこに込められている作者の思想，

カミュの他の作品との関係，文体や語り，作品の時代背景を読み解き，なぜ『異邦人』はそのような展開と結末を与えら

れなければならなかったのかを考える。 

 小説を例にとったが，ランボーやボードレールといった詩人，デカルトやパスカル，ルソーやベルクソンといった思想

家，またラシーヌ，モリエールのような劇作家の作品が研究の対象となるのはいうまでもない。しかしさらに広く，作家

たちによる美術批評や，小説や詩集の挿絵のような美術の領域につながる分野，また音楽，映画なども，私たちの専修の

対象になる。 

このように，中世から現代まで広くフランスの文学･芸術･思想に関心のある人は，ぜひフランス語で書かれた「テクス

ト」を入り口にして，奥深いフランス文化の探求への道に分け入ってみてほしい。   



 

- 27 - 
 

■ イタリア語学イタリア文学専修 

    教  授 天  野    惠            イタリア騎士物語詩 

准教授 村  瀬  有  司            ルネサンス期の詩と詩論 特定准教授     

特定准教授   マルコ・ダニエーレ・リモンジェッリ イタリア語文献学 

 

〔著書･論文〕   天野『イタリアの詩歌――音楽的な詩，詩的な音楽』三修社，2010〔共著〕 

村瀬『デイリーコンサイス伊和･和伊辞典』三省堂，2013〔共著〕 

リモンジェッリ  «Lamento di Bernabò Visconti»: edizione critica e commento, Tesi di Dottorato in 

Filologia e Storia dei Testi, Università di Trento, 2010. 

 

イタリア語学イタリア文学関係の教育研究機関で博士後期課程をそなえるものは日本では当専修と 1979 年に東京大学

文学部に開設されたもののみである。当専修は 1940 年に創設されたが，日本で 初にこうした機関が京都大学に設置を

みた背景には，1908 年文学部創設以来，上田敏，厨川白村はじめ多くの教官がダンテ研究にたずさわり，その研究成果

の蓄積があったからにほかならない。また，幸いにも開設に先立ち，京大附属図書館は，ダンテ研究者大賀寿吉氏により

「旭江文庫」の寄贈を受けている。この文庫はダンテの貴重な原典をはじめ，1936 年までに刊行されたダンテ関係文献

約 3000 点を収めた，日本では他に類をみないきわめて重要なコレクションで，それ以降文学部の蒐集になる集書ととも

に内外の研究者から利用されている。 

ダンテ，ペトラルカ，ボッカッチョの三大詩人を生んだイタリア文学の伝統と西欧近世思想の母体となったイタリア･ル

ネサンス文化についての知識が，ヨーロッパ文学研究にたずさわるものにとって，基本的な条件であるということはいう

までもない。その意味でイタリア文学の研究になお未開拓な分野を多く残す日本においては，とくに研究者が要請されて

いるのが現状である。 

天野教授は，アリオストをはじめとするイタリア騎士物語詩および 16 世紀の言語問題を主要な専門分野としている。

村瀬准教授は，トルクアート･タッソをはじめとするルネサンス期の詩と詩論を主要な研究分野としている。専任教員が

イタリア古典文学･語学を主な研究分野としているため，近･現代については，外部から数名の講師を招き，「特殊講義」

等の授業担当を願っている。 

将来イタリア語学イタリア文学の研究を志す 2 回生を主たる対象として，短時日でイタリア語テキスト講読の能力を養う

目的で，『イタリア語文法 4 時間コース』が，また専門科目としてイタリア語講読が開かれている他，「イタリア文学」の

講義は 1 回生から履修可能であり，イタリア文学の世界にアクセスするための手ほどきが行われている。 
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歴史基礎文化学系 

 

歴史基礎文化学系は，日本史学･東洋史学･西南アジア史学･西洋史学･考古学の 5 つの専修によって構成されている。各

専修は，いずれも固有の研究分野と研究方法をもち，それぞれが確固とした学問的伝統を有しているが，他の 4 専修とは

研究方法を大きく異にする考古学も含めて，全体を歴史学として一括することができる。歴史学は，人類社会の発展の諸

相を時間軸によって跡づけ，考察する学問である。歴史基礎文化学系は，5 つの個別分野の特性や固有の課題を尊重しな

がら，歴史学としての共通の課題に立脚して構成された系である。 

本系においては，上に述べたような系の共通性を土台としてふまえつつ，各専修の独自の要請を加味して，カリキュラ

ムを編成している。各専修ではそれぞれ，入門的な性格をもつ講義，より専門的な内容にふみこんだ特殊講義，演習，実

習，講読などの必修科目を設定しているが，これらの科目の配当年次は専修によって異なっている。日本史学は講義･講

読･基礎演習を，東洋史学と西洋史学は講義･講読を，西南アジア史学は講義･語学をそれぞれ 2 回生に配当しているが，

考古学は講義を 1 回生に，講読･実習を 2 回生に配当している。本系への分属を希望する学生諸君は，これらの点をふま

えて，3 年次にいずれの専修に進むのかを十分に考えておくことが望ましい。 

各専修とも，それぞれの必修科目以外に，広く歴史基礎文化学系内からの講義･特殊講義･演習などの授業の履修を求め

ている。これは，上に述べたような歴史学としての共通性を考慮して，専修の枠にとらわれずに，関係する諸学問分野の

知識を学び，学問の視野を広げることができるように配慮したものである。とくに 2 回生の諸君は，この点をよく考えて，

各専修の講義を共通して履修することが望ましい。 

また，いずれの専修を選ぶにしても，まず必要なのは語学などの基礎的な学力である。1･2 回生のあいだに，語学をは

じめとする基礎的な科目の勉強を進めて，単位を修得しておくことが必要である。各専修の専門的な教育は，こうした基

礎があることを前提として行われる。 

各専修は，それぞれが 1 つの研究室を構成している。3 回生以降は，この研究室が，専門的な知識を学び，卒業論文の作

成に向けて勉強する場となる。各研究室には，担当の教員のほかに，多くの大学院生が所属して研究を進めている。志望

を決めるさいには，上級生や大学院生の助言を求めるのも一つの方法であろう。 
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■ 日本史学専修 

 
教 授  横 田 冬 彦 日本近世史 

教 授  吉 川 真 司 日本古代史 

教 授  上 島   享 日本中世史 

准教授  谷 川     穣 日本近代史 

助  教  谷      徹 也 古文書室  (日本近世史) 

 
〔著書･論文〕  横田『日本の歴史 16   天下泰平』講談社学術文庫，2009．同『異文化交流史研究の再検討』（編著）

平凡社，2011．同『シリーズ本の文化史１ 読書と読者』（編著）平凡社、2015 年． 

吉川『律令官僚制の研究』塙書房，1998．同『天皇の歴史 02   聖武天皇と仏都平城京』講談社，

2011．同『シリーズ日本古代史 3  飛鳥の都』岩波書店，2011． 

上島『日本中世社会の形成と王権』名古屋大学出版会，2010．同『日本の歴史 08   古 代天皇制

を考える』(共著)  講談社学術文庫，2009．同『史料纂集  福智院家文書』第一～三  (共編)続群書

類従完成会･八木書店，2005～2012． 

谷川『明治前期の教育･教化･仏教』思文閣出版，2008．同『岩倉具視関係史料 上・下巻』（共編）

思文閣出版，2013．『講座明治維新 11 明治維新と宗教・文化』（共編）有志舎，2016． 

谷「秀吉死後の豊臣政権」『日本史研究』617，2014．同「豊臣政権の｢喧嘩停止｣と畿内・近国社会」

『歴史学研究』942，2016． 

横田教授は，近世の社会史･文化史に関心を持ち，17 世紀を中心に都市社会論･身分制論などの研究を進めてきたが，

近年は出版文化の民衆社会への広がりについて研究している。吉川教授は，古代の国家機構に関する研究を行っており，

近年は摂関政治や都城制のほか，古代寺院･古代荘園についての研究も進めている。上島教授は，政治･社会経済･宗教文

化の側面より，日本中世社会の形成を考察しており，近年は鎌倉･南北朝期へと研究対象を広げている。谷川准教授は，

近代日本における教育と宗教の関係や「反西洋」の社会思想，および政治家の書簡・地域名望家の日記による明治期の多

角的考察を進めている。谷助教は，豊臣政権の意思決定過程の分析を基盤として， 近では政治権力と在地社会との関係

について、広く中近世移行期の社会変動をとらえる視座から研究を進めている。 

〔研究･教育の内容〕 

専門分野についての特殊研究が講義されるほか，スタッフのカバーできない分野については法学部，経済学部，人間･環

境学研究科，人文科学研究所など学内各部局，あるいは学外からの講師による講義が行われる。学部学生には，歴史学の

基礎になる文字史料の正確な読解力を身につけることが要請されるので，演習のかなりの部分はそれにあてられる。古文

書は，古代･中世･近世･近代それぞれに固有の性格と研究上の問題点をもっているので，演習以外にも実地調査や特別研

修などに自発的に参加し，体得することが望ましい。とくに，京大日本史の特色は実物史料による教育にあり，博物館･

古文書室に蒐集された古文書･古記録や影写本と早くから日常的に親しむのがよい。4 回生になると，卒業論文のための

演習が必修で，自分でテーマをえらび，発表しながら，論文をまとめていく。みずから問題を発見する力を養うことが肝

要である。 

〔どんな人を望んでいるか〕 

歴史学は地球上に継起した人類社会の展開の諸相を時間軸にそって位置づけ，そこに示された事実が現在のわれわれに

とってもつ意味を認識しようとする学問である。日本史学は歴史学の一分野として，日本列島における住民の歴史を研究

し，その固有の特質を人類史の普遍的性質とともに把握しようとする。したがって，広く国際的な視野から日本史をとら

える姿勢が必要で，歴史学はもとより，国文学･考古学･地理学･人類学･社会諸科学など，隣接科学とその成果に関心の深

いことが望ましい。歴史に対する問いは現代の生活の中から発せられるのであるから，現実の人間生活のあらゆる側面に

興味をもち，それをとりまく社会や政治･文化の動向にもたしかな眼をもちたい。世に「歴史好き」は多いが，その多く

は研究成果の消費者にとどまっている。研究を進め，創造する苦しみをいとわない人をもとめている。歴史の史料は多様

であるが，中心は文字史料である。木簡や漆紙から文書･記録･編纂物など，質を異にする諸種の史料を読みこなす力が

低限要請される。 
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■ 東洋史学専修 

教  授    杉 山 正 明  内陸アジア史 （平成 29 年 3月退職予定） 

教  授    吉 本 道 雅  中国古代史 

教  授  中 砂 明 徳  中国中世･近世史 

准教授  高 嶋   航  中国近代史 

〔著書･論文〕  杉山『モンゴル帝国と大元ウルス』(京大出版会，2004) 

吉本『中国先秦史の研究』(京大出版会，2005) 

中砂『中国近世の福建人 士大夫と出版人』名古屋大学出版会，2012． 

高嶋『帝国日本とスポーツ』(塙書房，2012) 

東洋史学大講座は東洋史学専修と西南アジア史学専修の二専修から構成される。そのうち東洋史学専修の対象と する

分野は，中国史および東アジア諸民族史(モンゴル，マンチュリア，朝鮮，東トルキスタン，チベット，東南アジアなど

の諸民族･諸国家)である。現在の教員は上記の 4 人であるが，ほかに人間･環境学研究科，人文科学研究所などの教員の

協力を得，豊富多彩な授業が行なわれている。 

歴史学は史料にもとづく学問であるから，正確な史料読解力が先ず要求される。中国史を中心とする東洋史では，とくに

漢文史籍の演習，講読に力を入れており，3 回生になるとその予習に追われることになる。朝鮮史や内陸アジア史さらに

は東南アジア史を志望する者も，漢文の修得は必須であり，また現代中国語は中国の論文を読むためだけでなく，古典文

を理解するためにも，東洋史の学生にとっては必須の語学であるから，機会を見つけて学習しておくのが望ましい。もち

ろん中国史以外の研究を専門にしようと志す者は，それぞれの諸言語(朝鮮語，モンゴル語，満州語，チベット語，ベト

ナム語など)を学ばねばならない。それらの言語の一部は学部で開講されており，また開講されていない言語についても，

学習の機会を得ることはできる。要は各人の学習への意欲にかかっているのである。 

歴史学は現在人がどのように生き，かつてどのように生きてきたか，を問うことから始まること，東洋史もその一環で

あることは言うまでもない。修学上強く希望することは，はじめから研究対象をせまく限定せず，いろいろな分野に関心

をもち，幅ひろい知識を身につけることである。それによって豊かな人間性を養い，歴史に対する“眼”をそなえること

になろう。 

京都大学は，東洋史を学ぶのに も恵まれた環境にある。文学部図書室を始め，文学研究科附属ユーラシア文化研究セ

ンター(羽田記念館)や人文科学研究所内に設置された東アジア人文情報学研究センターなどが，全国にもまれな東洋史関

係文献の一大宝庫を形作っている。また，専門研究者があらゆる方面にわたって，厚い層を形成している。研究室内でも，

研究生･研修員･大学院生の研究テーマは，東洋史学のほとんど全領域をおおい，テーマごとの自主的な研究会が学部生を

交えて行われている。研究生･研修員･大学院生は学部生の日常の勉学におけるよき指導者でもある。 

東洋史学研究室には，全国学会である東洋史研究会の事務局が置かれている。東洋史研究会は 1933 年に創設され，毎年

1 回大会を催し，学術誌『東洋史研究』(季刊)を発行している。同誌は国際的にも声価の高い専門雑誌で，若い研究者の

登竜門でもある。 
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■ 西南アジア史学専修 

教  授  井  谷  鋼  造   西南アジア史，トルコ民族史 
准教授  久  保  一  之   中央アジア史，イラン史 

〔著書･論文〕  井谷「トルコ民族の活動と西アジアのモンゴル支配時代」山川出版社，新版世界各国史９，『西アジア

史Ⅱ  イラン･トルコ』2002 年．「歴史的なモニュメントの碑刻銘文資料が語るもの―西暦 12-15 世

紀アナトリアの場合―」『史林』91-1，2008 年．「オスマーン朝のハーカーンたち」『西南アジア研

究』74，2011 年． 

久保「いわゆるティムール朝ルネサンス時代のペルシア語文化圏における都市と韻文学｣『西南アジ

ア研究』54，2001 年．「ミール･アリー･シールと“ウイグルのバフシ”」『西南アジア研究』77，2012 

年． 

『ティムール 草原とオアシスの覇者』(世界史リブレット 人) 山川出版社、2014 年 

西南アジア史学研究室は，広く西アジアの歴史にも関心を寄せた著名な東洋史学者宮崎市定，わが国の古代イラン学研

究の先駆者足利惇氏両教授らの尽力により，西アジア･中央アジアの歴史と文化に関する研究･教育を推進するため 1969

年に開設され，初代の教授にはわが国で 初にイスラーム時代中央アジア史の研究分野を開拓した羽田明が就任した。以

降本専修では，イスラーム世界の歴史を軸に，古代オリエント史を含む領域に関する研究･教育を展開してきたが，現時

点では主としてイスラーム時代の西アジアと中央アジアに関する授業が開設されている。 

本格的な歴史研究が，研究書や翻訳などの二次的文献ではなく，あくまで原典史料に基づかねばならぬことは改めて言

うまでもなく，本専修へ進む者には，まず原典史料を取り扱うための言語を習得することが不可欠である。現時点では，

アラビア語，ペルシア語，トルコ語（チャガタイ、オスマン）などの文献を用いた入門，初級の講義をはじめ，原典テキ

ストを講読･研究する演習に至るまで様々な授業が開設されているので，専修生は自らの関心･興味に従って学習する言語

を選択することが出来る。ただし，アラビア語はイスラーム世界のいわば核となる言語であるから，イラン史やトルコ史、

中央アジア史、南アジア史の研究を志す者も，基礎的な知識を持つことが望ましい。 

本専修では，個々の学生の知的関心は 大限尊重され，学生は自由に研究のテーマ(具体的には卒業論文の主題)を古代

オリエント史やインド亜大陸の歴史をも含む広範な分野のうちから選ぶことができ，また専任の教員は学生が研究を進め

る上での可能な限りの助力を惜しまない。しかしながら，限られたスタッフと授業数の枠内では，例えばイベリア半島か

らインドネシア島嶼部におよぶイスラム世界の全域をカヴァーすることはすでに不可能であるから，専修生には，授業で

習得した原典史料の読解能力と歴史を構築するための論理的方法を自らが選択した対象に対して創造的に応用すること

が期待される。 

そのように，主体的に研究を推進するためには，その分野の研究が過去においてどのように進展してきたかということ，

すなわち研究史を把握することが出発点とならねばならない。それ自体現在では問題視される現象ではあるが，西アジア･

中央アジアの歴史研究は，近年に至るまで現地の学者よりむしろ西欧諸国の専門家によって推進されてきたという事情が

存在するため，あるひとつの問題の研究史を辿るに際しても，複数のヨーロッパ語（フランス語、ドイツ語、ロシア語な

ど）の文献を読むことが要求されることになる。こうした諸言語は，専修に進んだ後必要に応じて学習することも出来る

が，それ以前にも少なくとも第一と第二外国語は十分に習得しておく必要がある。 

本専修に関連の深い施設として，北区大宮南田尻町に「ユーラシア文化研究センター」(羽田記念館)がある。この施設

は，国際的にも著名な北アジア、中央アジア文化史の専門家であり、本学の総長を務めた羽田亨博士（1882-1955）を記

念して建設されたものである。中央アジア･西アジアに関する文献が備えられ，定期･不定期の研究会や講演会がここで開

催されている。 

また本研究室には，関連学会である「西南アジア研究会」の事務局がおかれ，雑誌『西南アジア研究』を年 2 回刊行し

ている。 

本専修に関する更に詳しい情報については，井谷 (電話 753 - 2783)，久保 (電話 753 - 2784) に直接照会されたい。 
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■ 西洋史学専修 

教 授      南 川 高 志   西洋古代史 

教 授    小 山      哲   西洋近世史 

准教授      金 澤 周 作   西洋近代史 

 

〔著書･論文〕    

南川高志『新･ローマ帝国哀亡史』岩波書店，2013 ほか．  

小山 哲『ワルシャワ連盟協約  (一五七三年)』東洋書店，2013 ほか．  

金澤周作『チャリティとイギリス近代』京都大学学術出版会，2008 ほか．  

服部良久･南川･小山･金澤（編著）『人文学への接近法―西洋史を学ぶ』京都大学学術出版会，2010． 

 

ギリシア・ローマに始まり、今日の EU に至るヨーロッパ文明は、近世以降世界の諸文明に多大の影響を与えてきた。

明治以降の日本の歴史もまた、絶大な影響を受けてきたことは言うまでもない。ヨーロッパや西洋文明世界の歴史を深く

理解し、いかに解釈するかは、日本人にとって不可避の課題である。この課題を歴史学の立場から正しく果たすためには、

一方では西洋人自身による豊富な研究成果を吸収する必要があり、他方では日本人の立場から、更にはグローバルな視野

に立って、ヨーロッパや西洋文明世界の歴史の意味を明らかにすることが望まれる。 

 

西洋史学専修は、３人の専任教員が一体となって研究と教育に当たっている。南川教授はローマ帝国の政治史と社会史

が専門であり、小山教授はポーランド近世の政治文化を専攻している。金澤准教授は、イギリス近代の政治と社会を専門

分野としている。学生・大学院生の専攻テーマは、こうした専任教員の専攻分野に縛られることなく、自由に選択されて

おり、実に多様である。 

 

次に西洋史関係の授業（講義・特殊講義・演習・実習・講読）について説明する。まず「講義」は「西洋史学序説」と題

され、主に西洋における歴史学の発達や歴史意識の変遷、あるいは西洋史研究の実際の進め方などについて講じる。必須

科目であり、２回生で履修することが望ましい。「特殊講義」は各教員がそれぞれ専攻領域についての研究の結果をかみ

くだいて話すものである。専任３教員がこれを担当するほか、京都大学人文科学研究所のスタッフおよび他大学からの非

常勤講師によって、毎年ヴァラエティに富む講義が行われている。これらの特殊講義を数多く受講することによって、学

生は西洋史上の重要な研究テーマについての高度の知識を習得するとともに、現在の学界における論争点や具体的な研究

の方法などについて学ぶことができる。 

 

次に「演習」は欧語文献をテキストとして用い、その読解、学生による報告と討論を行う。３回生はまず各自の関心に

したがって「古代史」、「中世史」、「近世史」、「近代史」のいずれかの時代別演習に出席する。この演習には大学院生も専

攻に分かれて出席し、報告と討論に参加する。３回生はまた、「実習」に出席して西洋史学の研究方法を具体的に技術的

なレヴェルから習得する。次いで、４回生は全員「卒論演習」に出席し、卒業論文の中間発表を行う。それゆえ、３回生

の間に特殊講義や演習に出席しながら自分の関心の在りかを見定め、卒業論文のテーマをある程度しぼっておく必要があ

る。 後に、「講読」は「演習」とともに卒業論文の作成に必要な欧語文献の読解力を養うことを目的とするが、卒業要

件としては、英・独・仏・露・伊の各国語のうちから少なくとも二つを（ただし、そのうち一つは英・独・仏・露書のい

ずれかを）履修しなければならない。また「講読」のうちの１科目を、学部共通科目のギリシア語、ラテン語、スペイン

語（中級）のいずれかで履修することもできる。 

 

さらに、１～２回生の間にぜひ勉強しておいて欲しいことを記しておく。まず外国語の習得。西洋史の授業では欧語文

献の読解が大きな比重を占める。英語以外に少なくとも１か国語を習得すること。古代史を専攻しようとする者は古典語、

中世史の場合もラテン語が専門研究者になるためには習得が必要であり、近世以降のヨーロッパ諸国の研究を希望する場

合も、その国の言語を学ばねばならない。余力があれば、これらも２回生、３回生の間に始めておくことが望ましい。 

 

なお、本専修専任教員が編集した書物『人文学への接近法 西洋史を学ぶ』（京都大学学術出版会）に、西洋史学を学

ぶ意義や具体的な方法から留学や就職、参考文献まで説明されているので、ぜひ参照されたい。  
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■ 考古学専修 

教 授     吉 井 秀 夫 朝鮮考古学 
准教授   下 垣 仁 志    日本考古学 

助 教     阪 口 英 毅 日本考古学 

〔著書･論文〕   吉井『古代朝鮮  墳墓にみる国家形成』，京都大学学術出版会，2010．同「朝鮮古蹟調査事業と「日

本」考古学」『考古学研究』60-3，2013． 

         下垣『古墳時代の王権構造』吉川弘文館，2011．同『考古学的思考の歴史』(翻訳)，同成社，2015． 

阪口「鉄製品」『講座日本の考古学』8 (古墳時代 下)，青木書店，2012．同『前期古墳解明への 

道標紫金山古墳』，新泉社，2011． 

考古学は，過去の人間が作り，使用した「物」を材料に，過去の人間の行動を研究する学問である。材料となる「物」

は，主に発掘調査によって獲得する。したがって，考古学の研究を志す者は，まず，「物」から過去の人間の「行動」を

復原する手法や知識，発掘調査によって必要な情報を獲得する手法や知識などを身につける必要がある。 

考古学の研究対象は，人間生活の痕跡さえあれば，時間的･空間的な限定はない。厳密な発掘調査によって，さまざま

な情報をもつ｢物｣データを集める。その｢物｣のあり方から直接｢物質文化｣を認識し，背後にある「精神文化｣を読みとり，

それらの個々の研究成果の統合をめざす。しかし，出発点となる厳密な発掘調査，「物｣の観察･分析を系統的に行うこと

すら容易ではない。「物」を形態･製作技術･機能などで分類し(型式分類，形態分類)，各々のカテゴリーの時間的･空間的

組み合わせを，定性的かつ定量的に検討した結果から，過去像を推察するのが考古学のオーソドックスな手法である。 

しかし，現代の考古学では，たとえば動植物遺存体の遺伝子観察など，科学的でミクロな分析も，過去像の復原に大き

な成果をもたらしつつある。考古学を学ぶ者は，自らその分析を実施する必要はない。だが，少なくとも，生物学･化学･

物理学･地質学･土壌学など，自然科学分野の分析技術やその 新成果に深い関心を払う必要がある。資料の分析を自然科

学者に託すとき，一体，何を求めるのかは考古学者の責任である。また，製作者･使用者の直接の証言を得られない考古

資料を解釈する上で，歴史学･民俗学･民族学･文化人類学･地理学･社会学など，他の人文･社会科学分野の知識も学ぶ必要

がある。 

日本以外の地域を研究対象とする場合には，当然，その地域の言語を修得する必要がある。しかし，日本考古学を専攻

する場合でも，ヨーロッパの言語，少なくとも英語力を鍛えることが大切である。外国の研究者の来日も頻繁となり，国

際学会に参加して共同研究を進める機会も増えてくるからである。そうした集会や交流の場で，日常の研究成果を語り，

他国の研究者の方法や成果に学ぶことは有意義であるばかりでなく，今後，避けて通れなくなるだろう。 

考古学専修を希望する学生は，以下の点にも留意されたい。 

 

①考古学は｢物｣を資料とする科学だから，「物｣に親しみを持たねばならない。「物｣についての観察や知識を広め，未知

の｢物｣に対面した時にも，その材質や作り方，使い方を豊かに想像できるように訓練する必要がある。 

②発掘は研究の基礎資料を獲得する場であるだけでなく，仮説検証の場，新たな問題を掘り起こす場でもある。発掘は

遺跡の破壊だと言われるように，繰り返しのきかない実験でもある。当然，実施には細心の気配りが必要で，鋭い注

意力を養う必要がある。また，発掘は知的な共同作業なので，体力だけでなく，バランスのとれた協調性や統率力も

必要である。 

③研究者の｢眼｣を養うには，「体｣で覚えるのが早道である。まとまった休暇期間には，できる限り発掘に参加するのが

よい。必ずしも条件のよくない合宿生活に耐える精神力を身につけるためにも，日頃から生活のリズムを整える努力

をされたい。 

④｢物」を観察し，必要なデータをとる基礎訓練は考古学実習で身につける。三回生で自分の研究対象を見つけ，四回

生で卒業論文を提出するためには，考古学実習を二回生のうちに履修するのが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 34 - 
 

 

 

行動･環境文化学系 

 

行動･環境文化学系を構成するのは，心理学･言語学･社会学･地理学の四つの専修である。この四専修はそれぞれの専修

の説明に述べられているように，いずれも固有の研究分野と研究方法をもち，確固とした学問的伝統を有している。しか

しその一方で，人間の心理･言語活動･社会活動･空間活動に対する行動科学的アプローチを共有している。行動･環境文化

学系は，このような四つの個別分野の特性を保持しつつ，共通の要素を軸として一つの系を構成することになったもので

ある。 

本系においては，心理学･言語学･社会学･地理学の各分野のすべてがそれぞれ独立しており，本系に分属を希望する学

生諸君は，いずれの専修に進むのかを十分に考えておくことが望ましい。とりわけ本系を構成する各専修の場合，研究を

進めていくためにはもとより，授業の内容を十分に理解するためにも，基礎的な技法･技術を修得することが不可欠であ

る。各専修は一回生または二回生から，それぞれの分野の入門的講義や演習･実習･講読の必修科目を提供している。行動･

環境文化学系に分属予定の学生諸君は，これらのどの科目を履修するかを考えておくことが必要である。 

いずれの専修を選ぶにしても，まず必要なのは語学などの基礎的学力であり，一･二回生のうちにこれらの勉強を進め，

単位を修得しておくべきである。各専修の専門的教育はその基礎があってはじめて有効となる。 

行動･環境文化学系では，心理学･言語学･社会学･地理学がそれぞれ一つの研究室を構成し三回生以降における専修分属

の単位となっている。それぞれの専修における教育を担当し，卒業論文の作成指導をするのはこれらの研究室である。各

研究室には，担当の教員の下に多くの大学院生が所属して研究を進めている。必要があれば上級生および大学院生からの

助言も得られよう。 
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■心理学専修 

教 授   藤 田 和 生   比較認知科学  (知性･感情) 

教 授   板 倉 昭 二   発達認知科学  (認知発達･社会的認知) 

教 授   James R. Anderson   比較心理学  (学習･認知，霊長類) 

教 授   蘆 田   宏   視覚科学  (感覚情報処理･視覚認知) 

助 教  矢 追   健   認知神経科学 (自己認識･社会的認知) （平成 29 年 3 月退職予定） 

〔著書･論文〕 藤田「動物たちは何を考えている－動物心理学の挑戦」(編著), 技術評論社, 2015；「誤解だらけの”イ

ヌの気持ち”」財界展望新社, 2015；「比較行動学―ヒト観の再構築」放送大学教育振興会，2011；「動

物たちのゆたかな心」京都大学学術出版会，2007；「感情科学」(編著)  京都大学学術出版会，2007；

「Diversity of Cognition」(編著)  京都大学学術出版会，2006． 

板倉「高校生のための心理学講座―こころの不思議を解き明かそう」（編著），誠

信書房，2016；「発達科学の 前線」（編著），ミネルヴァ書房，2014；「ロボットを通して探る子ど

もの心――ディベロップメンタルサイバネティクスの挑戦」（編著）ミネルヴァ書房，2013． 

Anderson「Third-party  social evaluation  of humans by monkeys」Nature  Communications, 

2013.  「Capuchin  monkeys  judge third party-reciprocity」Cognition, 2013. 

蘆田「運動視」(北岡明佳編    知覚心理学 pp. 75-94)  ミネルヴァ書房，2011；「fMRI 実験の基 礎

知識」(苧阪直行編    脳イメージング入門?心理学からのアプローチ?  pp. 23-43) 培風館，2010． 

矢追「自己を知る脳―自己認識を支える脳」（苧阪直行編 自己を知る脳･他者を理解する脳 pp.73-110）

新曜社, 2014；「「自己」と「他者」の認識にかかわる脳内神経基盤」（苧阪直行編 脳イメージング―

ワーキングメモリと視覚的注意からみた脳 pp.104-110）培風館, 2010. 

人の心のはたらきについては，古くよりさまざまな観点から考究されてきているが，心理学は，行動観察を基礎に，心

のはたらきを実証的に研究する科学である。心理学は広範な応用分野をもつが，本専修は，基礎心理学，実験心理学，お

よび基礎行動学の 3 分野で構成され，認知を中心とする基礎的領域を扱っている。これらの 3 分野は相互に密接な関連を

もち，一体となって心理学の研究･教育に当たる方針を貫いている。主な研究内容として，巨視的に個体を単位として，

その発達や系統発生，個体間相互作用などを対象とする研究、感覚，知覚，記憶，思考，情意などの機能のそれぞれにつ

いて，より緻密に分析するとともに，生涯におけるその変化について調べる研究、神経科学や情報工学，分子生物学など

精神活動の解明に関わる隣接諸科学との相互作用を通じて，認知機能を解明しようとする研究、などが挙げられる。百年

余り前に哲学から分かれて，独自の道を歩み始めた心理学の研究･教育に携わる本専修は，文学部の諸専修のなかでやや

異色の趣きがある。観察材料や測定器具を配し，ハトやネズミを擁した実験室は，一見，文学部らしからぬ様相を呈して

いる。本専修が実験心理学を根幹とする基礎部門を主要な研究課題としていることに依る。こうした性質上，精神分析学

等を本専修に求めても，それらに応える十全の準備はない。しかし，本専修は，教育学部，総合人間学部の心理学系講座

とともに京都大学心理学連合を構成しており，各学部で開講されている数多くの科目が相互的に履修可能である。実験心

理学の理念と手法を十分に学んだ上で，これらの多様な科目を履修し視野を広げることは大いに推奨される。また本専修

の教員は，いずれも京都大学「心の先端研究ユニット」の教員を兼任している。 

他の科学と同様に，心理学においても基本的に理論と事実の整合性が要請されることはいうまでもない。理論は事実に

よる裏づけを要し，事実は理論に収斂される。専修生はそうした整合性をたかめるための基礎的な訓練を通して，心理学

的なものの見方を習得するはずである。そのためには本をよく読み，よく考え，さらによく観察する態度が必須のもので

ある。学部学生の指導には，演習にかなりの重点がおかれ，各自が問題の所在を原典によって探究することが要求される。

したがって専修分属に先立ち，語学力をたかめ，さらに柔軟な思考力を涵養しておくことが要請される。あわせて，第 2

年次に履修できる授業(文学部学生便覧参照)，特に講義１（実験心理学概論）、実習１（心理学基礎実験）、実習２（統計

基礎実習）を履修しておくことが，カリキュラム上からも強く望まれる。このほか学部での授業には知覚，学習，思考，

発達，社会などの各領域にわたる講義や研究，観察･調査のデータを解析し，集約する心理学的方法を習得する授業が提

供されている。また，大学院では，各自のテーマをさらに発展させ，その営為を通して母なる哲学に改めて問いかける幅

の広さを期待したい。 

本専修では読書と思索のみに耽る，いわゆる「安楽椅子の心理学」の志向は歓迎し難い。卒業論文には，手足を動かし

てデータを得，解析し，事実の背後にひそむ力動的な機制を描き出す洞察が期待される。そうした労を惜しむ学生には本

専修はそぐわない。しかし，人や動物の多様な活動にみられる自然のあり方に関心があれば，心理学専修はやり甲斐のあ

る研究テーマに満ちている。なお，本研究室では，学術誌「心理学評論」の編集に携っている。   
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■ 言語学専修 

教 授 吉 田 和 彦   歴史言語学･印欧語比較研究・一般言語学 

教 授 吉 田   豊   文献言語学･イラン諸語 

准教授 千 田 俊太郎   記述言語学･パプア諸語･朝鮮語 

  講  師        キャット，アダム   印欧諸語歴史言語学, 古期インド･イラン諸語, トカラ語 

〔著 書･論 文〕 吉田和彦  The Hittite Mediopassive Endings in -ri. Berlin, 1990． 同 『言葉を復元する――比較言語学

の世界』三省堂，1996．同 East and West: Papers in Indo-European Studies (ed. with Brent Vine), Bremen, 

2009． 

吉田豊 吐魯番地区文物局 (編) 『吐魯番新出摩尼教書信文献及有関問題研究』北京文物出版社 2000, 

同『コータン出土 8-9 世紀のコータン語世俗文書に関する覚え書き』神戸 2006. 同 “Sogdian”, in : G. 

Windfuhr (ed.), The Iranian languages, London and New York, 2009． 

千田俊太郎「基底の音節構造：朝鮮語の媒介母音」『ありあけ  熊本大学言語学 論集』11，2012，

同「ドム語第二ドム方言」『ありあけ 熊本大学言語学論集』12，2013，同 (共著)『じゃんけんぽん

―入門初級韓国語教材』同学社，2013. 

キャット, アダム “A “Lost” i-stem: Pāli piṭṭhi- ‘back’ ”, Das Nomen im Indogermanischen: Morphologie, 

Substantiv versus Adjektiv, Kollektivum. Akten der Arbeitstagung der Indogermanischen Gesellschaft, vom 14. 

bis 16. September 2011 in Erlangen,  2014. 同 “The Derivational Histories of Avestan aēsma- ‘firewood’ 

and Vedic idhmá- ‘id.’ ” Proceedings of the 25th Annual UCLA Indo-European Conference,  2014. 

言語学専修は，1908 年に京都大学文学部に言語学の講座が設置されたことに遡る。初代の教授は『広辞苑』の編者と

して知られる新村出であった。開設以来，本専修では個々の言語を調査･分析し記述する研究や，文献を読み解き，言語

の変化や文献以前の言語について推定する研究において多くの貢献をしてきている。またそこで得られる知見を一般化し

た，一般言語学の分野でも重要な役割を果たしてきた。それに加えて昨今では，人間の言語が機能する仕組みについての

理論的な研究の面でも多くの人材を輩出している。 

希少な文献言語を読み解き内容を明らかにすることは，人類の歴史の解明につながることはもとより，言語の変化を知

るうえでも も貴重な資料となる。本専修では，創設以来文献言語学と歴史言語学の分野において着実な研究成果を上げ

てきている。昨今は正規の発掘だけでなく，世界で盛んに行われる開発工事の結果として新しい文字資料が発見されてき

ており，このような新出資料の解明もまた言語学に携わる者の重要な仕事となっている。また情報化･国際化の波により

世界が大きく変貎する中にあって，本専修に対する一般社会や学界の期待は，ますます増大しつつある。地球上で話され

ている数千の言語のうちのかなりのものが，国際化の中で話者の数が減り死語となる危機に瀕している。それらを体系的

に記述する作業は緊急の課題である。それはまた，地上で失われつつある「種｣の保存にも比較できる，現在に生きる我々

の使命であるが，言語学の訓練を受けた研究者だけが十全に行い得る仕事である。さらに，人間が言葉を生成しコミュニ

ケーションを行う仕組みを解明する研究は，情報工学や大脳生理学などの分野を巻き込んだ真に学際的な研究分野になっ

ており，言語の本質についての研究の蓄積と言語分析のノウハウを有する言語学者の果たす役割は非常に大きい。 

このように言語学が扱う領域は極めて広いが，カリキュラムの編成にあたっては専任の教員および非常勤の教員を適切

に配して，音声学，記述言語学，理論言語学，歴史･比較言語学，社会言語学など現代言語学のほとんどの領域をカバー

出来るように配慮している。また卒業に必要な科目として，東洋西洋諸語 16 単位を課しているが，これは，将来どの言

語を専門にするにしても，多くの言語の特徴を理解したうえで言語研究を進めていくことが必要であるからである。そう

して得られた知識を背景にして卒業論文を準備することになる。 

卒業論文のテーマには日本語を対象にした理論的研究をはじめとして，歴史言語学、音声学、フィールド言語学など言

語学の多様な分野に及んでいる。現在話されているか既に死語になっているかを問わず，希少な個別語の分析がテーマと

して選ばれることが比較的に多いことも本学の言語学専修の伝統であろう。 

研究室の雰囲気は大変明るく，学部学生も自由に出入りして院生たちと交流している。院生の指導による学部学生のた

めの研究会や読書会も盛んに行われている。年 3 回行われる言語学懇話会では，各方面で活躍する卒業生や院生の研究成

果に親しく接することができ，その後で行われる懇親会も含めて学部学生も積極的に参加している。研究室は研究面での

交流を進めるとともに、人間的な友好を深める場でもあるよう努めている。 

卒業論文のテーマには日本語を対象にした理論的研究をはじめとして，音声学やフィールド言語学など言語学の全分野

に及んでいる。現在話されているか既に死語になっているかを問わず，希少な個別語の分析がテーマとして選ばれること

が比較的に多いことも本学の言語学専修の伝統であろう。 
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研究室の雰囲気は大変明るく，学部学生も自由に出入りして院生たちと交流している。院生の指導による学部学生のた

めの研究会や読書会も盛んに行われている。年 3 回行われる言語学懇話会では，各方面で活躍する卒業生や院生の研究成

果に親しく接することができ，その後で行われる懇親会も含めて学部学生も積極的に参加している。 
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■ 社会学専修 

教 授       伊 藤 公 雄  文化社会学，メディア研究，ジェンダー論（平成 29 年 3 月退職予定） 
教 授       松 田 素 二 異文化理解，地域社会学 

教 授       落 合 恵美子 家族社会学，ジェンダー論，歴史社会学 

准教授       田 中 紀 行 社会学史，社会学理論，文化社会学 

准教授       太郎丸     博 社会階層論，数理社会学，社会学方法論 

准教授       Stephan Heim       経済社会学, 産業社会学, 組織論 

〔著書･論文〕   伊藤  Genders, Transgenders and Sexualities in Japan, Routledge,  2005 (共著)，『マンガの中 

の〈他者〉』臨川書店，2008 (編著)，『社会学ベーシックス 1-10 巻』世界思想社，2008-2010(共編

著)．『コミュニケーション社会学入門』世界思想社，2010  (編著)．Gender and Welfare States in 

Eastern    Asia Confucianism or Gender Equality， Macmillan，2013 (共著)．  

松田『観光と環境の社会学』 新曜社，2003 (編著)，『ミクロ人類学の実践』 世界思想社，2006 (編

著)，『日常人類学宣言！』世界思想社，2009．『ケニアを知るための 55 章』明石書店，2012 (編

著)．『アフリカ社会を学ぶ人のために』世界思想社，2014  (編著)． 

落合『21 世紀家族へ  (第三版)』有斐閣，2004，『徳川日本のライフコース―歴史人口学との対ミ

ネルヴァ書房，2006 (編著)，『アジアの家族とジェンダー』勁草書房，2007  (編著), Asia’s New 
Mothers :Crafting Gender Roles and Childcare Networks in East and Southeast 
Asian Societies, Global Oriental,  2008 (共著 )，The Stem Family in EurAsian 
Perspective Bern : Peter Lang, 2009 (共著)． 

田中『近代日本文化論 4   知識人』岩波書店，1999 (共著)，『歴史社会学とマックス･ヴェー バー  

(上)』理想社，2003  (共著)『モダニティの変容と公共圏』京都大学学術出版会，2013 (共著)．  

太郎丸『人文･社会科学のカテゴリカル･データ解析入門』ナカニシヤ出版，2005，『フリー ターと

ニートの社会学』世界思想社，2006，『講座社会学 13 階層』東京大学出版会，2008 (共 著)，若

年非正規雇用の社会学』大阪大学出版会，2009． 

Heim “Capability Building and Functions of SMEs in Business Groups: a Case Study of 

Toyota’s Supply Chain”, International Journal of Automotive Technology and Management Vol. 

13, 2013, “Cooperation on markets of organizations”,Les Mondes du Travail 11,2012. 

社会学専修は社会学と社会人間学，比較文化行動学および比較社会学の各分野から構成されている。比較社会学は，現

在追手門学院大学の三上剛史教授が客員教授として理論社会学を担当している。学部教育は社会学･社会人間学･比較文化

行動学の各分野で実施され，相互に緊密に結びついて社会学専修のカリキュラムを構成している。また，大学院との共通

講義を学ぶことができる。 

社会学専修の研究･教育の根幹は，社会学理論の習得におかれている。したがって学生は社会学史ならびに社会学諸理

論の研究を通じて，社会学の基本的な考え方を身につけることが要請される。そのうえで特に力を入れているのが，具体

的なデータに基づく社会と社会生活の実証的･批判的分析である。社会学分野では歴史資料を駆使した近代社会や家族の

生成過程の分析，社会人間学分野ではカルチュラル･スタディーズの手法を用いた現代社会の矛盾の解明及び数理モデル，

計量的手法を用いた階層･格差の分析，比較文化行動学分野においてはフィールドワークやディープインタビューの手法

を取り入れたコミュニティの実証研究を特色としている。授業は文学部だけでなく，京都大学で社会学を研究する他学部･

研究所に所属する多数の教員の協力によっても行われる。また毎年国内外の大学からも多彩な非常勤講師を招いている。

年度によってテーマや講師の顔ぶれは交替するが，社会調査法，福祉，メディア，医療，国際移動，地域社会，家族，現

代社会理論などの個別領域の研究が提供されている。 

社会学を選択する学生には，海外の文献を読みこなすのに十分な語学力と，それを厳密に理解し分析する理論的能力が

要求される。さらに具体的な問題意識をもって文献を踏査し経験的な調査を自ら実行する能力も期待される。社会学的な

考え方を学びながらあくまでも具体的なテーマに知的好奇心を失わない学生を歓迎する。 
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■ 地理学専修 

教 授  石 川 義  孝      人口地理学，外国人･移民研究 

教 授  田 中(杉浦) 和 子   都市地理学，アメリカ地域研究 

教 授  水 野 一  晴      自然地理学，生態地理学，地域地理学(アフリカ･アンデス･ヒマラヤ) 

准教授  米 家  泰  作      歴史地理学，日本と韓国の農山村研究 

 〔著書･論文〕 石川編『地図でみる日本の外国人』，ナカニシヤ出版．Ishikawa(ed.) : International Migrants in 

Japan : Contributions in an Era of Population Decline, Trans Pacific Press, 2015. 

田中『都市空間分析』，古今書院，2000．Tanaka : Analysis of the eight banner’s disposition on the 

three Qing Dynasty maps of Beijing, Memoirs of the Research Department of the Toyo Bunko, 

vol. 74, 2016.  

水野『自然のしくみがわかる地理学入門』ベレ出版，2015．『神秘の大地，アルナチャル アッサム･

ヒマラヤの自然とチベット人の社会』昭和堂，2012． 

米家『中･近世山村の景観と構造』，校倉書房，2002．米家ほか訳『モダニティの歴史地理』， 古今

書院，2005． 

当専修は，地理学，地域環境学，環境動態論の 3 部門から成っている。授業内容については「学生便覧」やホームペー

ジ(http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/geography/geo-top_page/)を参照されるとわかるように，当専修教員のほかにもさまざ

まな領域について非常勤講師を依頼して，講義内容の多様化を図っている。本専修の学風の 1 つは，現在の場所･空間･

環境にかかわる諸現象を捉える場合にも，その現在へと至る形成過程を重視する点と，常に内外諸地域の比較研究を目指

している点にある。さらにいま 1 つの特色は，「実習」の重視にあり，地図に関する作業，地理情報システムの修得，統

計分析などを行なっている。なお，「実習」の一環として受講生･担当教員参加による実習旅行を行い，調査報告の作成を

求めている。また「講読」では，20 世紀後半に生じたパラダイム転換後に米英両国に世界の地理学研究の中心が移った

ため、英書講読が必修である。 

地域現象を研究の対象とする地理学は，他の学問分野と多くの面で接触しながらも，固有の性格を保持していかねばな

らない。そのためには，幅広い知識欲と論理的思考力の持主であることが期待される。また卒業論文の作成には多くの場

合，フィールド調査を伴うため，長期的･計画的な時間の配分が必要となる。 

当地理学専修は，日本の大学に設置された 初の地理学教室であり，長期にわたって当専修が収集した民族資料，古地

図，アトラス，内外の地形図類は，総合博物館地理作業室，古地図･古地誌収蔵室，および地図･民族資料研究展示室に収

蔵･管理され，当専修における研究と教育に役立てられている。 
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基礎現代文化学系 

 

 

基礎現代文化学系は科学哲学科学史専修，情報･史料学専修，二十世紀学専修，および現代史学専修の四つから構成さ

れている。科学哲学科学史は，その学問的基礎を哲学および科学の学説史においている。「科学とは何だろうか」という

問いに，哲学と科学史の二つの観点から答えることを目指している。情報･史料学は， 先端の情報技術の基礎を学習し，

それを基に，社会と情報化の関係を，可能なかぎり客観的かつ現実的に研究することを目的としている。情報学と人文学

の融合をめざす，他に類例の少ないユニークな専修である。一方，現代史学は，文学部の旧史学科･現代史学講座の発展

したものである。したがってその学問的基盤は歴史学にあり，二十一世紀にいたる世界現代史，および日本現代史を研究

対象とする。アメリカ合衆国政治社会史，ヨーロッパ現代史，中国･アジア現代史，それに日本現代史を教育研究の四つ

の柱としている。 後に二十世紀学の基盤も歴史研究にある。二十世紀を一つの時代として歴史的視野から眺め，人類の

歴史において二十世紀がもつ意味を考えようとする分野である。したがってこの専修は，現代史学専修と密接な協力のも

とに授業が構成されているが，ただ，従来の歴史学の研究領域に留まらず，映像や文学，思想にも関心を寄せて，二十世

紀を幅広く研究しようとする点に特徴がある。 

基礎現代文化学系はこのように，哲学，情報学，歴史学，また歴史学に文学･思想をくわえた分野と，それぞれ学問的

基礎または研究方法について異なる専修が集まっている。基礎現代文化学系に分属した二回生は，二回生終了時までに各

自の関心とする領域を見出し，目指すべき専修を定めてほしい。それぞれの専修の研究内容を知る助けとしては，現代文

化学系の大学院修了者によるリレー講義形式の基礎現代文化学系ゼミナールが開講されている。二回生では基礎現代文化

学系各講義，二回生向け演習(基礎演習)，ならびに一部の講読･特殊講義･演習を履修できる。講読は，系全体に開かれた

科目であり，二回生から三回生の間に履修する。二回生の秋に専修希望を提出するが，専修によって収容人員を上回った

場合には一･二回生の時の成績等によって選考を行う。なお各専修の詳しい紹介および担当教員については，それぞれの

専修の項をよく読んでほしい。 
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■ 科学哲学科学史専修 

教  授  伊 藤  和 行      科学史，ルネサンス･近代初期の科学思想，古典力学を中心とした数理科学史 
准教授   伊勢田  哲 治   科学哲学，社会認識論，検証理論，科学実在論，社会科学の哲学，認識論， 

科学技術倫理 

 〔著書･論文〕  伊藤「ノストラダムスと医学のルネサンス」(『ノストラダムスとルネサンス』，岩波書店，2000)，        

同『ガリレオ――望遠鏡が発見した宇宙』(中公新書，2013)，伊勢田『認識論を社会化する』(名

大出版会  2004)，同『疑似科学と科学の哲学』(名大出版会  2003)，同「応用科学哲学の問題

としてのリスク」(『科学哲学』，2005 年) 

現代社会が高度科学技術社会と特徴づけられるように，科学は現代の社会のみならず文化の基底を構成しており，その

理解は，専門家のみならず，非専門家にとっても非常に重要な課題である。しかし現代科学が高度な専門化している結果，

各分野の専門家は，非常に細分化された研究に携わっており，そのために専門家には科学の全体像はむしろ洞察しづらく

なっている。本専修では，「科学とは何だろうか」という問いに哲学や科学史といった文系の学問の視点から答えること

を目指す。 

現代の科学哲学の研究対象は科学そのものと同じほど多様であるが，その中心となるのは，「科学的説明」，「仮説の確証」，

「科学的実在論」，「科学の転換」といったテーマである。しかし数学の哲学，物理学の哲学，生物学の哲学，あるいは社

会科学の哲学というように，ある程度研究分野を限定し，その分野での専門的な研究内容に即した哲学的問題を取り扱う

こともできる(たとえば，相対性理論における時間と空間の概念，量子力学における因果性，生物学的種の概念，階級の

実在性のように)。また論理学と数学の基礎，確率と統計の哲学，心の哲学といった重要な分野もある。いずれのテーマ

を研究するにしても，そのために必要なのは，問題把握のセンス，論理的な分析能力と，選んだ研究テーマに関して具体

的な専門知識を掘り下げていく根気である。また科学的営みや知識を分析対象とする以上，科学に関する具体的知識を欠

いた研究は不毛であるといえよう。 

科学史研究は，科学の様々な分野での学説史研究が一つの基本となる。そのためには，やはり学説の歴史的脈絡を的確

に捉えた上で問題の論理的展開を追究する姿勢が肝要である。もちろん，哲学史や思想史の場合と同様，成功した理論だ

けでなく，それと競い合った考えにも目を配り，十分広い文脈を考慮することが欠かせない。正統的な学説史研究と並ん

で，科学的営みを歴史的･社会的な大きな文脈のなかで捉える立場もある。この立場では，主としてアイデアの展開に着

目する思想史の視点よりも，科学の理論も他の歴史的事象と同じような多様な要因に影響されるものと見なす視点が重要

視される。ただし正統的な学説史研究をなおざりにすると，「一時的な評論」に終わるおそれがある。また専門的な科学

史研究には，現代的な意味での「自然科学」以外の様々な学問分野にわたる，原典および研究文献を読解する能力が必要

である。 

科学哲学と科学史は，「科学とは何だろうか」という問いに答えるための両輪である。科学哲学は，「科学的知識」をそ

の主なる考察対象とする以上，科学的営為に関する具体的な知識が不可欠であり，科学史の知識なくしては砂上の楼閣に

陥る恐れがあるだろう。一方科学史は，哲学的な指針を持たなければ，個別研究の迷宮の中に，羅針盤 を失った帆船の

ように迷い込んでしまうかもしれない。 

近年では科学哲学･科学史は｢科学技術社会論｣(STS)と呼ばれる，より広い学際的分野の一部と見なされることが多くなっ

てきた。STS では，社会学や心理学などの研究手法も用いられ，また研究対象も狭い意味の科学に限らず，技術に分類

されるものや，科学と社会の接点において生じる問題なども対象となる。本専修の軸足は(特に大学院においては)あくま

で科学哲学と科学史にあるものの，学部レベルでは，STS も含めた広い意味で「科学とは何だろうか」という問いにア

プローチする研究も歓迎する。  
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■ 情報･史料学専修 

教 授    林  晋  思想史，歴史社会学，人文情報学  

〔著書･論文〕  ｢岩波文庫  ゲーデル    不完全性定理」訳･解説  (岩波書店  2006)，「渕一博――その人とコピュ

ータサイエンス」(近代科学社，2010)，「文献研究と情報技術：史学･古典学の現場から」 (人工知能

学会誌，2010)，「『数理哲学』としての種の論理」(日本哲学史研究，2010)，「田辺 元の『数理哲学』」

(思想，2012)  

 

情報･史料学専修では，Web，ケータイなどに代表される現代情報社会の研究から，それとは一見関連のない論理学･数

学基礎論の歴史，京都学派の思想史，歴史学への情報技術の応用まで幅広い研究と教育を行なっている。その教育･研究

の基本的理念は，第一に「分野･領域に拘らない，特に『情報学』に拘らない」，第二に「現代の現象だけに目を向けず，

歴史的ルーツに目をむけることにより現代の現象をより深く理解する」の 2 点である。  

そのため，哲学，思想史，歴史社会学，理論社会学，近現代史，など何でもやる。  

たとえば 2 回生向けの講義「情報歴史社会学入門」では，Amazon から Twitter までの情報技術の進化の理解を基礎に

して，現代情報技術のルーツが現代資本主義のルーツと共通であること，つまり，コンピュータ技術がアダム･スミス「富

国論」に繋がっていることを学ぶ。そのために，英国ビクトリア朝に実在した蒸気コンピュータプロジェクトの史料の歴

史学的分析，黎明期の SF 映画の文化史的分析，官僚制から感情労働までの新旧の社会学理論，さらには，ピケティの新

資本論までを学ぶ。また，2 回生向けの別の講義ではアリストテレス論理学から現代情報論理学までの歴史を講義し，ア

リストテレス論理学と現代のオブジェクト指向の関係を説明する。  

この様に関心の幅が広いので，卒論では，ゲーム，アフリカのケータイ事情から，江戸期の米相場における通信手段や，

帝国日本の暗号史，さらには、コミュニケーション能力、ハリウッドにおける映画製作システムの社会学、などがテーマ

となっている。また，歴史史料を情報技術で解明する人文情報学の研究や，その教育も行なわれている。二つある情報技

術演習の一つは，そのための演習である。  
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■ 二十世紀学専修 

  教 授  杉 本 淑 彦    近現代フランス社会史，表象文化論 

 〔著書･論文〕 『文明の帝国   ジュール･ヴェルヌとフランス帝国主義文化』山川出版社，1995 年．「現代における

「高貴な野蛮人」」(『岩波講座    開発と文化 3 巻:反開発の思想』岩波書店，1997 年)． 

『ナポレオン伝説とパリ 記憶史への挑戦』山川出版社，2002 年． 

「白色人種論とアラブ人フランス植民地主義のまなざし」(『白人とは何か？』刀水書房， 

2005 年) 

「『あさきゆめみし』にみる現代日本」(『世界の中の「源氏物語」』臨川書房，2010 年) 

「被曝変異譚への欲望  ｢ウルトラの世界」と放射線」(『複数の「ヒロシマ｣  記憶の戦後史とメデ

ィアの力学』青弓社，2012 年) 

二十世紀は，もはや現代ではない。しかも，刻一刻と現代から遠ざかりつつある。しかし，二十世紀の歴史を振りかえ

ることは，現代社会のさまざまな問題を理解するために必要な根元的アプローチの一つである。ポスト･コロニアル社会，

大衆社会，情報社会，そして，ジェンダー問題や環境問題，グローバリゼーション，「国民国家」などなど。これら枚挙

にいとまない現代社会の諸問題は，二十世紀に発現するか，あるいは深化したのである。本専修は，現代社会への強い関

心を出発点にしたうえで，前世紀の，文化や社会などさまざまな現象を研究する場である。 

また二十世紀学は，歴史学や文学，社会学など，既存の優れた諸ディシプリンの方法論を摂取しつつ，トランス･ディ

シプリンを目指す場でもある。さらに，これまでの学問がおもに取りあつかってきた文書資料や造形資料はもちろんのこ

と，二十世紀文化の象徴といえる映画やマンガ･アニメなどの，新しいスタイルの資料と格闘する場所，それが二十世紀

学である。 

本専修の専任教員は，ここ数年，対イスラーム意識を中心にしたオリエンタリズム論を，集合的記憶という枠組みで，

文学･映像･絵画などを素材にして研究している。しかし，このような研究テーマと研究方法に関心を持つ学生ばかりでな

く，現代の文化･社会･政治･経済などの諸問題を歴史的に考察しようとする学生に，本専修はひろく開かれている。 

実際のところ，近年の卒業論文題目は，「阿部和重論｣｢日露戦争後の満州修学旅行｣｢スウェーデンにおける映画振興政

策とその展開｣｢岡崎京子論?視覚表現の飽くなき求道者｣｢戦後日本の CM に見る外国と日本人｣｢戦時下の日本アニメーシ

ョン」など，多様である。専修のカリキュラムとしても，各地域の現代史にくわえて，映像メディア論，観光社会学，マ

ンガ･アニメ学など，多種類の領域が提供される。 
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■ 現代史学専修 

教  授  永  原 陽  子       アフリカ現代史 

准教授  小 野 沢  透       アメリカ現代史 

〔著書･論文〕    

永原 『新しいアフリカ史像を求めて―女性･ジュンダー･フェミニズム』（共編, 御茶の水書房，

2006 年）．『「植民地責任」論―脱植民地化の比較史』（編著, 青木書店，2009 年）．『生まれる歴

史 創られる歴史―アジア･アフリカ史研究の 前線から』（編著, 刀水書房，2011 年）．“History 

as an African Potential: Namibia, Southern Africa and East Asia in Historical Connectedness 

and Contemporaneousness”, in S.Moyo and S.Mine eds,,What Colonialism Ignored (Mankon 

Bameda: Langaa, 2016) 

小野 沢“The Search for an American Way of Nuclear Peace : The Eisenhower Administration 

Confronts Mutual Atomic Plenty,” in The Japanese Journal of American Studies, No. 20, 2009.

『アメリカ史のフロンティアⅡ  現代アメリカの政治文化と世界―20 世紀初頭から現代まで』

（共編, 昭和堂，2010 年)．『幻の同盟―冷戦初期アメリカの中東政策』（上・下, 名古屋大学出版

会, 2016 年） 

現代史学が本学部の旧史学科に講座として初めて設置されたのは，1966 年という，20 世紀の後半へと向かう時期であ

った。現代史学は，20 世紀の後半に入ってはっきりしてきた世界史の展開に対する新しい認識を基礎として，学問的な

自立を目指したのである。現代史学は歴史学の一分野である。しかし，それは 19 世紀に成立した国民史的な歴史学とは

明確に一線を画している。現代史学は，20 世紀初めからの世界史が地域や国家を超えた地球的規模の人類史として，互

いに深い相関性をもって展開しているという新しい観点に立っている。もとより 20 世紀においても国家システムは厳然

として存在し，国家が区分する境界が社会，文化あるいは世界政治の大きな規範となっている。しかし，同時に，各々の

国家･社会の動きは，常に互いの国境，地域の区分をこえて広域的に行き交う人やモノ，科学･技術や情報，あるいは世界

的な規模の政治的･社会的動向によって影響を受けている。その相関的影響を十分に把握せずして，現代世界の歴史的ダ

イナミズムを解明することは不可能なのである。以上のような意味で，現代史学専修は常にグローバルな視点をもち，国

家単位の政治史を検討するにも「比較」や「相関」の視点を導入する。また歴史を動かす大きな要因として国家を超えた

種々の社会的，文化的，経済的，科学的動向，および国際関係，国際政治に注目する。 

日本現代史も本専修が対象とする重要な研究領域である。明治以来の日本の近代化は西洋との相関関係なくしてはあり

得なかった。また，現代日本の様態も，東アジアの政治社会動向，アメリカ合衆国や西欧との関係を抜きにしては考え難

い。日本現代史は，そのような世界的連関を認識の基礎において，近代から現代へと展開する大正から昭和期の日本社会

の歴史位相，さらには第二次世界大戦期から戦後日本の政治･社会動態を，歴史学が及ぶ限りの広い手法をもって総合的

に分析･検討しようとする研究領域である。いたずらに主観的とならず，日本現代史を世界的連関を視野において，国際

関係の場を通して研究することを，本専修は目指している。 

卒論のテーマとしては，いずれの分野あるいは特定地域を選ぶのも自由である。しかし本専修を志望する学生は， 

世界史への広範な知識と人類史という観点での歴史認識が求められるため，複数言語の修得が必須となる。また， 

20 世紀世界史，日本現代史が世界的連関を通してこそよりよく理解できるものである以上，本専修を選ぶ学生は幅広く

現代史にかかわる講義･特殊講義･演習を履修してほしい。専修のカリキュラムとしては，現代史学概説をはじめ，アメリ

カ合衆国現代史，ヨーロッパ現代史，日本現代史，アフリカ現代史，中国現代史，朝鮮現代史などの特殊講義が開講され

ている。演習には，専修所属の学生が全員参加する演習Ⅲの他に，東洋現代史演習，朝鮮および日本の史料演習などがあ

る。加えて本専修を志望する学生は歴史学全体への深い関心をも保持してほしい。つまるところ歴史研究は，幅広い知識

と史料の正確な読解を不可欠としている。それに加えて，現代史研究は，現代世界･社会そして人間に対する豊かで生き

生きとした感性を必要としている。 
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                （資料）及び専修に関する内規 
 

 

 昭和 35 年 5 月 9 日制定 

平成 16 年 12 月 16 日改正 

平成 25年 2 月 18 日改正 

 

１.  平成 16 年度から 23年度の入学者 
 

1 ) 1 年次の 10 月に志望する系の届出を必ずしなければならない。 
 

2 ) 志望する系の届出期日は毎年 10 月上旬に掲示する。 
 

3 ) 2 年次の 10 月に志望する専修の届出を必ずしなければならない。 
 

4 ) 志望する専修の届出期日は毎年 10 月上旬に掲示する。 

5 ) 各系及び専修は次表のとおりであり，各専修の収容人員は同表を基準として決定する。なお，この内規 

でいう収容人員とは，1学年あたりの受入可能数である。 
 

哲学基礎文化学系  歴史基礎文化学系  

哲学専修 10 名 日本史学専修 20 名

西洋哲学史専修 20 名 東洋史学専修 20 名

日本哲学史専修 10 名 西南アジア史学専修 10 名

倫理学専修 10 名 西洋史学専修 20 名

宗教学専修 10 名 考古学専修 10 名

キリスト教学専修 10 名   

美学美術史学専修 20 名 行動･環境文化学系 

  心理学専修 20 名

東洋文化学系  言語学専修 20 名

国語学国文学専修 20 名 社会学専修 20 名

中国語学中国文学専修 20 名 地理学専修 20 名

中国哲学史専修 10 名   

インド古典学専修 20 名 基礎現代文化学系  

仏教学専修 10 名 科学哲学科学史専修 10 名

  情報･史料学専修 10 名

西洋文化学系  二十世紀学専修 10 名

  西洋古典学専修  10 名 現代史学専修 10 名

  スラブ語学スラブ文学専修  10 名   

  ドイツ語学ドイツ文学専修  10 名   

  英語学英文学専修  20 名   

  アメリカ文学専修  10 名   

  フランス語学フランス文学専修  20 名   

  イタリア語学イタリア文学専修 10 名   

  

6 ) 専修志望者数が上記の基準を超過し，選考を行うときは，2年次までの学業成績その他を勘案する。 
 

7 ) 所属系及び専修が決定しない者は，2 年次及び 3 年次以降に配当された本学部学部科目を履修すること

ができない。 
 

8 ) 所属系及び専修は 11 月に決定し，翌年 4月 1日に分属する。 
 

9 ) 分属後の専修の変更の願出期日は毎年 1月とする。 
 

10) 転学部(転入)の願出期日は毎年 10 月上旬に掲示する。 
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２． 平成 24年度以降の入学者 

1 ) 1 年次の 10 月に志望する系の届出を必ずしなければならない。 

2 )志望する系の届出期日は毎年 10 月上旬に掲示する。 

3 ) 2 年次の 10 月に志望する専修の届出を必ずしなければならない。 

4 )志望する専修の届出期日は毎年 10 月上旬に掲示する。 

5 )各系及び専修は次表のとおりであり，各専修の収容人員は同表を基準として決定する。なお，この内規で

いう収容人員とは，1学年あたりの受入可能数である。 

 

哲学基礎文化学系  歴史基礎文化学系  

哲学専修 10 名 日本史学専修 20 名 

西洋哲学史専修 20 名 東洋史学専修 20 名 

日本哲学史専修 10 名 西南アジア史学専修 10 名 

倫理学専修 10 名 西洋史学専修 20 名 

宗教学専修 10 名 考古学専修 10 名 

キリスト教学専修 10 名   

美学美術史学専修 20 名 行動･環境文化学系 

  心理学専修 20 名 

東洋文化学系  言語学専修 20 名 

国語学国文学専修 20 名 社会学専修 20 名 

中国語学中国文学専修 20 名 地理学専修 20 名 

中国哲学史専修 10 名   

インド古典学専修 20 名 基礎現代文化学系 

仏教学専修 10 名 科学哲学科学史専修 10 名 

  情報･史料学専修 5名 

西洋文化学系  二十世紀学専修 5名 

西洋古典学専修 10 名 現代史学専修 10 名 

スラブ語学スラブ文学専修 5名   

ドイツ語学ドイツ文学専修 10 名   

英語学英文学専修 20 名   

アメリカ文学専修 10 名   

フランス語学フランス文学専修 20 名   

イタリア語学イタリア文学専修 10 名   

6）専修志望者数が上記の基準を超過し，選考を行うときは，2年次までの学業成績その他を勘案する。 

7）所属系及び専修が決定しない者は，2年次及び 3年次以降に配当された本学部学部科目を履修することが

できない。 

8）所属系及び専修は 11 月に決定し，翌年 4月 1日に分属する。 

9）分属後の専修の変更の願出期日は毎年 1月とする。 

10）転学部(転入)の願出期日は毎年 10 月上旬に掲示する。 
 

３．専攻及び専修の収容人員は，事情により変更することがある。 

４．この内規に定めるもののほか，専修等への分属に関し必要な事項は，文学部教授会が定める。 

５．本内規は，平成 25 年 4 月 1日から適用する。ただし，平成 25 年 3 月 31 日までは，改正前の内規により

取り扱う。 
注 1   専修に分属する際，所属する系に関係なく分属できます。 

注 2 転学部(転入)については掲示に注意すること。 

 

 

 

 

 


